
施策の柱１　生涯にわたって学べる環境づくり　

●方針１　市民性を高める学習機会を提供します

R1 R4 R5 R6 R7 R8

2,752 2,900 2,950 3,000 3,050 3,100

実績値 1,341 2,694 2,961 1,489

・公民館、コミュニティセンター等における主体的な学びの推進
№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 25 30 35 40 45

実績 24.9 29.3 30.9 31.1

評価 C C C C

目標 220 280 280 320 320

実績 405 447 566 696

評価 A A A A

目標 3 3 4 4 4

実績 4 4 4 4

評価 B B B B

目標 220 225 560 560 560

実績 821 673 668 642

評価 A A A A

・多様な地域課題や地域へ関心を持つ学習機会の提供

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 110 120 130 140 150

実績 89 114 118 88

評価 C C C C

目標 1 0 1 1 1

実績 1 1 1 1

評価 B B B B

毎年目標である年4回実施を達成できている。内容につ
いては、公民館運営の重点目標、市の新たな主要事
業、各館との日常応対の中で見出される課題や要望等
を踏まえ、取り組みテーマを選出し、時機に応じた効果
の高い研修実施に努めた。職員間の連携の強化が今
後の課題と考える。

新型コロナウイルス感染症感染拡大対策による利用制
限及び事業の縮小により、開催する事業数が減少して
いたが、現在は制限以前の事業数まで回復している。
社会情勢の変化から、利用促進に繋がるきっかけとな
る事業だけでなく、より図書館としての役割を担う事業
などを企画し実施した。

これまでの4年間、市民の主体的な学びを推進するた
めに、出前講座の普及と啓発に取り組んできた。講座
の提供メニュー数を増やし、市民への学習機会を充実
させることに努めてきた。毎年、その時代に応じた講座
への申し込みが多く見られた。例えば、大きな災害が発
生した年には、地震災害に関する講座への申し込みが
増加した。このように、その時々の社会のニーズに応じ
た講座を提供できていることは、良い点であると考え
る。今後も、生涯学習や社会教育の必要性に応じて、
出前講座の普及と啓発に取り組んでいくことが重要で
ある。

大津市人権講座や地域での人権集会を中心に、子ども
の支援に関する講演会を多く開催することができた。子
どもが抱える問題の根底には、貧困や不安定な生活が
関係しているケースが少なくないので、今後も様々な視
点から子どもについて考える機会を作りたい。

2
生涯学習専門員、コミュニティセンター職
員の能力の向上

熱心まちづくり出前講座の開催数
（回）

5

教育委員会 生涯学習課

3

生涯学習専門員研修会の実施回数

4

図書資料の充実
誰もが気軽に図書館を利用できるサービスの展
開

図書館における事業開催回数（回）

生涯学習推進計画進捗管理シート（柱１）

公民館、コミュニティセンターでの各種講
座の実施

各公民館、コミュニティセンターにおける市民向
け講座の実施

公民館講座の開催回数（1館あたり） 教育委員会 生涯学習課

市民が生活の中で新たな気づきや発見をしたり、それぞれの興味や関心、必要に応じて学んで
いる。

目指す市民の姿（最終アウトカム） 指標

（R3　45.6％）→増加1年くらいの間に「生涯学習」を行った人の割合

「目指す市民の姿」に向かう市民の状態（中間アウトカム） 指標

総括コメント（柱１に対して）

1

令和７年度は、目標値には達していないものの、１館あたりの開催数は
増加した。次年度以降も、コミュニティセンターへの移行に関係なく、公
民館講座の充実と参加者数の増加に努める。

各公民館、コミュニティセンターにおける市民向
け講座の実施

公民館、コミュニティセンターでの各種講
座の実施

熱心まちづくり出前講座の受講者数
（人）

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

B

市民部

多様な種類の学びについて、それぞれの興味や関心などに応じて主体的に取り組んでいる。

コミュニティセンター事業の年間開催
件数

自治協働課

教育委員会
生涯学習専門員、コミュニティセンター職員への
研修の実施

教育委員会

B

子どもの貧困に関する講座の実施 生涯学習課
子どもの貧困等に関する学習機会の提
供

（人権講座での）子どもの貧困に関
する講座の実施回数（回）

教育委員会

A

大津市図書館の基
本的運営方針
大津市子ども読書活
動推進計画（4次）

図書館サービスの充実

目標値には到達していないものの、1館あたりの公民館
講座の開催回数は徐々に増加しており、地域住民への
学びの提供は一定確保できている。今後も公民館講座
の充実と参加者数の増加に努める。

4年間にわたり、全て目標数値を達成できており、各コ
ミュニティセンターにおいて、学区の地域課題に応じた
講座を開催することで、地域の主体的な学びの推進に
つながっている。
引き続き、研修会への案内等によりコミュニティセン
ター講座の充実を図るとともに、継続して取り組んでい
ただけるよう、必要なサポートについて検討する。

生涯学習課

研修に関しては、令和７年度大津市立公民館運営基本方針及び大津
市立公民館重点目標に沿った内容で実施した。また、生涯学習専門
員、コミュニティセンター従事者からのアンケートも踏まえた内容として
いる。
生涯学習専門員やコミュニティセンター職員の情報交換の時間を設け
ることで、それぞれの技能を高め、全市的な公民館機能の充実を図る。

A

A

コミュニティセンターにおいて、地域の主体的な学びの推進に取り組ま
れており、地域課題に応じた事業が開催されている。

大津市人権講座では、子ども食堂を運営されている方を講師として招
聘し、地域での子どもの支え方等の講演会を開催した。子どもに関わる
テーマはアンケートでも関心が高いので定期的に扱っている。また、地
域で行われている人権集会でも子どもの人権について多くの学区が
扱っており、子どもの貧困や支援についての講演会を行う学区もあっ
た。

開催事業数は、コロナ禍以降格段に増加しており、引き続き、図書館に
来館するきかっけとなるような事業や、他部局との連携を通して、利用
者のニーズを把握しながら、サービスの向上を図った。
市立図書館（本館）では327回、北図書館では142回、和邇図書館では
146回、南郷分館では27回実施した。
また、事業の開催のお知らせ、催しへの参加、資料の貸出等の利用促
進を図るため、積極的にＳＮＳを活用し、広く周知に努めた。

A

図書館

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

熱心まちづくり出前講座の実施 熱心まちづくり出前講座の普及・啓発

出前講座については、これまで継続的な利用がみられた自治会関係団
体の申込数が減少したことや新規団体の伸び悩みにより、実施件数が
大幅に減少した。講座メニューの固定化が一因と考えられるため、既存
の講座の内容を見直しとともに新たなメニューの追加に努めていく。ま
た、大津市の公式LINEや広報おおつへの掲載回数を増やすなど、周知
する方法の改善を図り、市民への学習機会の提供に努めていく。

総括コメント（方針１に対して） 社会教育委員意見（方針１に対して）

社会教育委員意見（柱１に対して）

資料9-2



目標 2 2 3 3 4

実績 0 0 0 0

評価 D D 廃 廃

目標 45 50 55 55 55

実績 55 55 55 55

評価 A A A A

・人権学習と啓発の推進

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 36 36 36 36 36

実績 19 22 23 22

評価 C C C C

目標 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

実績 2,419 3,263 3,546 3178

評価 C C C C

目標 40,000 40,000 40,000 40,000 40,000

実績 30,866 30,245 32,553 32,288

評価 C C C C

目標 60 63 66 69 72

実績 87 85 82.3 81.8

評価 A A A A

・大津の歴史と伝統、文化を次代に継承する学習機会の提供

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 2,000 2,200 2,400 2,600 2,800

実績 3,693 2,455 2,805 2,447

評価 A B A C

目標 14 14 14 14 14

実績 14 18 18 31

評価 B A A A

目標 11 11 11 11 11

実績 12 12 10 11

評価 B B C B

目標 29 29 29 29 29

実績 38 56 48 50

評価 A A A A

指標に関連して出前講座「ミニ市民会議」を設定する
も、令和４年度及び令和５年度については、申込がなく
開催していないが、その一方で地域住民向けリーフレッ
トの作成・配布等を実施してきた。令和６年度末には、
いじめ防止市民フォーラムの地域単位開催への移行に
伴い内容が重複することを受け、「いじめ防止市民会
議」を廃止としたが、その開催に代えて、地域住民向け
啓発物の作成・配布や、地域で考える機会としてのいじ
め防止市民フォーラムや人権講座における啓発等を実
施した。
「いじめ防止市民会議」の開催回数という数値目標につ
いて、達成には至らなかったものの、「地域で考える子
どものいじめ等の防止に向けた取組」については一定
成果が出ているのではないかと考える。
今後も同様の取組について、よりよい手法等を模索し
ながら進めていきたい。

４年間にわたり、全て目標数値を達成することが出来、
市民の埋蔵文化財に対する興味や関心の裾野を広げ
られた。引続き、市民の埋蔵文化財への関心を高め、
理解を深めるために、各種講座や展覧会等を開催す
る。

企画展・ミニ企画展ともに、大津の歴史文化に関連する
ものだけでなく、時宜に応じて、大河ドラマ関連展や文
化財調査の成果報告を含めた内容で実施することがで
きた。毎年、新たな史跡指定や文化財の新指定など、
速報性の高い内容を見据えながら長期計画を定めて
今後も実施していく。

４年間にわたり、全て目標数値を達成することが出来
た。道徳教育推進教師対象の研修会では、現場の状
況や課題、ニーズを捉えたテーマの選定に加え、講師
を招きご講演いただいている。研修内容の櫃を高める
工夫により、効果的で満足度の高い時間となるように
努めた。今後も現場の課題解決を軸とした研修会の実
施を行っていく。

生涯学習課による推進員研修に継続的に取り組んで
おられる学区が一定数ある。職員による研修のみでは
なく、各地域での自主的な研修等も含めて、実状に応じ
た形で人権学習を推進できるよう関係団体と連携をし
ていきたい。

地域が主体となって、「人権・生涯」学習を推進すること
ができている。コロナ禍後、実施形態や回数等を模索し
ながら各地域が工夫を重ねながら取り組んできた結
果、現在の形に落ち着きつつある。今後はまちづくり協
議会等、関係団体と円滑に連携しながら、より充実した
取組にしていく必要があると考える。

例年、「わたしと人権」作品応募点数は３万点を超えて
おり、市内学校園を中心とした人権学習の取組として定
着している。現在、冊子を作成している「人権を守る大
津市民の会」が持続的に本取組を進めていくことができ
るよう支援していくことが必要だと考える。

４年間にわたり、全て目標数値を達成することが出来
た。特集記事の選定にあたっては、読者からの声や編
集会議の意見を反映し、より市民の興味の高いと思わ
れるテーマや内容を取り上げた。引き続き、新しい人権
課題や取り上げていないテーマを交えた記事選定を行
うと共に、周知方法などを検討する必要がある。

文化財家族参観券の利用人数は概ね目標を達成し、
重点施策である「文化財に親しむ機会の提供」は実現
できたと考える。
一方で、オンライン化の進展に伴い、今後は現在の運
用形態などを見直す必要がある。

市内の歴史文化だけでなく、速報性の高い文化財調査
情報、大河ドラマや時宜に応じた講座内容を組んで実
施することができた。応募総数についてはやや増加傾
向にあり、今後も社会教育・生涯学習に応えるべく博物
館講座を計画していく。

歴史博物館

歴史博物館

歴史系や美術系など多種多様な企画展を開催することができた。令和
７年度は戦後80年に関連し、市指定文化財「瀬田国民学校絵日記」の
展示、また秋季には館蔵の大津絵コレクションを展示する「れきはくの
大津絵」を開催した。さらに春季には志賀町合併20周年記念として「湖
西の神仏」を開催し、ミニ企画展においては未指定文化財の調査成果
としても開催した。展覧会の幅広い年齢層の観覧者数の増加のため、X
（旧ツイッター）を中心にSNSなども活用し、告知に努めた。

企画展・ミニ企画展、また文化財調査速報など、さまざなま講座を開催
することができた。また、ワークショップも昨年度に比べて多く開催でき
た。令和８年度も引き続き講座やワークショップを開催するとともに、現
地見学会も開催する。

市民の埋蔵文化財への関心を高め、理解を深めるため、各種講座や
展覧会等を開催した。また、Ｒ７年度の実績数がＲ６年度の実績数を大
きく上回った理由は、埋蔵文化財調査センター（当課の外部施設）が実
施する各種講座・展覧会等についても当該施策に該当することから、当
該センターの開催件数（16件）を含めたためである。本年度も出前講
座、関係施設などへのイベント参加を含め積極的に取り組むことで、多
くの市民に文化財への理解を深めてもらう。

A市民部

市民部

市民部

目標値（2,600件）に対し、実績は2,447件となり、目標達成には至らな
かった。企業局発行の検診通知のオンライン化が進展していることを受
け、今後の運用方法については、関係機関との協議を通じて、より円滑
な運用形態を模索する必要がある。

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

年３回（7月,11月,4月）発行し、自治会等を通じて約105,000枚を各戸配
布。市ホームページへの掲載、公共施設窓口への掲出。引き続き、より
多くの人に閲読いただけるよう周知方法の検討や特集記事の選定を行
う。

すべての小中学校において、子どもたちに豊かな道徳性や互いの人格
を尊重し認め合う人間関係を育成するために、道徳科の授業公開やゲ
ストティーチャーによる出前講座が行われた。引き続き、学校・家庭・地
域社会が一体となった道徳教育・人権教育を推進していくため、「体験
学習」や「参加型学習」を積極的に取り入れ、子どもたちが自己を見つ
め、人間としての生き方について考える態度を育成していく。

目標である、「いじめ防止市民会議」について、いじめ防止市民フォーラ
ムの地域単位開催への移行に伴い内容が重複することを受け、令和６
年度末をもって廃止とした。一方で、取組の概要を「地域で考える子ど
ものいじめ等の防止に向けた取組」としており、「いじめ防止市民会議」
の開催に代えて、地域住民向け啓発物の作成・配布や、地域で考える
機会としてのいじめ防止市民フォーラムや人権講座における啓発等を
実施した。本年度も同様の取組により、成果を上げていく。

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

生涯学習課 A

A

A

B

A

A

A

A

A

生涯学習課

11

各種団体との連携・協働による人権意識
の高揚のための啓発活動の推進

教育委員会

文化財保護課

12 文化財に親しむ機会の提供 家族ふれあいサンデーの推進 文化財家族参観券利用人数（人）

13
第１期大津市文化財
調査・保存・活用計
画

6

7

大津の文化財や地域の歴史に触れる機会の創
出

大津市歴史的風致
維持向上計画

大津市歴史的風致
維持向上計画

企画展・ミニ企画展等の開催回数

家庭や地域社会との連携

事務事業評価

10

道徳科の授業公開、ゲストティー
チャーによる道徳教育や人権教育に
関わる出前講座の実施校数（校）

8

9

地域「人権・生涯」学習推進協議会への支援

人権を考える大津市民のつどい開催支援

人権を守る大津市民の会への支援 人権作品の応募総数（点）

市民の人権意識高揚の推進

人権擁護委員等へのアンケートで
「輝きびとを読んで人権に関する理
解や関心が深まった」と回答された
人の割合（％）

人権啓発紙「輝きびと」の発行、配布

地域が主体となった人権学習の推進へ
の支援

市民や地域、学校との協働による「人権・
生涯」学習の推進

地域「人権・生涯」学習推進協議会で
の推進員研修回数（ＤＶＤ動画研修
含む）（回）

人権を考える大津市民のつどい参加
者数（人）

いじめ防止市民会議の開催回数

事務事業評価

いじめについての市民会議の開催
地域で考える子どものいじめ等の防止に向けた
取組

道徳科の授業公開、ゲストティーチャー
による出前講座の実施

いじめ対策推進
室

大津市いじめの防止
に関する行動計画

政策調整部

学校教育課

14

15 「れきはく講座」の開催
大津の歴史・文化をテーマにした講演会や現地
見学会の開催

れきはく講座等の開催回数

歴史博物館企画展の開催

政策調整部

教育委員会

２２学区において生涯学習課からの推進員研修を行った（DVD含む）。
推進員制度の説明だけでなく、学区の希望に応じて特定の人権課題を
テーマにした講話を行いながら、推進員等に向けて啓発を行った。

予定していたすべての集会が開催された。講演会や映画上映、障がい
者スポーツ体験等、様々な形で地域住民に人権学習の機会を提供す
ることができた。現在は各ブロックで年１回以上の開催としている。令和
７年度には皇子山ブロック、６年度には瀬田ブロックが２つのブロックに
分割し、より充実した人権学習の推進を目指して取り組んでおられる。

「わたしと人権」作品募集において、３万点を超える応募があった。標語
や作文等、作者が人権について考えを巡らせながら作品制作に取り組
むことで、人権啓発の推進につながっていると考える。市立幼稚園、小
中学校では全校園で継続的に取組が進められている。高校や一般の
方への周知、啓発を行うことが、事業をより充実させるための今後の課
題である。

遺跡や埋蔵文化財に関する学習機会の
提供

小中学校の体験学習、出前事業、講座や展示
会などの開催

各種講座・展覧会等の開催件数

人権・男女共同
参画課

生涯学習課

生涯学習課

教育委員会

教育委員会

教育委員会



目標 3 3 3 3 3

実績 2 3 3 4

評価 C B B A

目標 4,200 4400 4500 4,550 4,600

実績 5,616 4633 4567 6039

評価 A A B A

・人生100年を見据えた多様な学びの支援
№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 110 120 130 140 150

実績 89 114 118 88

評価 C C C C

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100 100

評価 A A A A

目標 3 4 4 4 4

実績 3 4 1 3

評価 B B C C

目標 14 14 14 14 14

実績 16 16 4 16

評価 A A C A

目標 2 4 4 4 4

実績 4 2 4 3

評価 B B B B

目標 3 3 3 3 3

実績 3 5 9 6

評価 B A A A

目標 45 45 12 12 12

実績 20 25 29 19

評価 C C A A

目標 62％以上 63.5％以上 65％以上 65％以上 ×

実績 56.8 60.5 59.3 59.8

評価 C C C C

目標 7 7 7 7 7

実績 11 6 7 50

評価 A C A A

４年間にわたり、出前講座や防災訓練、防災イベントを
通じて、防災メール及び防災ナビ等の普及促進をする
ことで、災害情報を市民に迅速に届けるという情報提
供ツールの活用の周知ができた。

A

21

20

公民館事業、県選挙管理委員会事務局、中学校及び高校など、他の
機関と連携した出前講座の実施により、これから選挙権を持つことにな
る児童、生徒に対する学習機会の提供ができたが、年明けに急遽衆議
院の解散総選挙が２月に執行されることが決まったため、予定していた
講座を中止せざるを得なくなったことは残念であった。令和８年度も、高
校生や大学生が主体となって実施する出前講座について、拡充を図っ
ていく。

令和７年度は交付対象者５９人のうち、５０人より交付申請があり、激励
金を交付した。
令和８年度も引き続き、対象者への案内を広く適切に行う。
なお、令和７年度は県内で障害者スポーツ大会（障スポ）が開催された
ため、対象者数が例年に比べて大幅に増加している。

22 （出前）環境教育の推進 ごみの分別や減量に関する講座の実施
ごみの分別や減量に関する講座の
実施回数
（R1～R3の平均実施件数　4件/年）

23 （出前）主権者教育の推進 選挙についての学習機会の提供

「がん予防の推進」に関する取組として、地域の各種団体からの依頼に
応じてすこやか相談所が実施する健康教育や、健康推進課の出前講
座による啓発活動を行っている。
　引き続き、すこやか相談所と連携しながら、特に国・県や市が実施す
るがん予防に関する普及啓発期間を中心に、がん予防に関する啓発を
行うとともに、ホームページや掲示板を活用した啓発に取り組む。

「こころの健康づくり」をテーマに出前講座を３回実施し、対象者は老人
クラブ、障害福祉サービス利用者、団体職員等、幅広い対象者に自分
自身のストレス予防や対応方法を伝えることができた。アンケートの結
果、講座の満足度も高かったが、目標とする回数には達していないた
め、今後もより多くの市民に受講していただけるよう講座の周知や内容
の充実に努めていく。

市民が参加できるスポーツイベントの実施や、地域や競技団体等への
活動支援を行うことで、前年度より実施率を向上することができた。
令和８年度は、目標達成に向けて、引き続き近年の猛暑などを考慮し
た適正なスポーツイベントの運営を推進するとともに、地域や競技団体
等と連携を図り、事業内容を精査していく。

目標値を達成できた。出前講座は広報紙でＰＲをする等して積極的に
取組み、主催講座は公民館や歴史博物館と共催にする等の工夫をす
ることで参加者の広がりを図った。また、成年年齢引下げを受け、高校
生向けの講座や小学生低学年向けのお金の使い方ワークショップを実
施し、将来を見据えた金銭教育に取り組んだ。これらにより消費者教育
を推進できた。引き続き自立した消費者育成のための啓発講座を実施
していくが、本年度は、新規事業として、児童、小学生が身近なお小遣
いを通じて学ぶ機会を提供し、社会の中で生きていく力の素地を形成
するための講座を開催する予定である。

スポーツ実施率は、目標値には届かないものの、令和
４年度以降、全体として増加傾向にあり、堅調に推移し
ている。この背景には、コロナ禍からの活動再開や関
係団体の取組、国スポ・障スポ開催による機運の高ま
りがあると考えられる。一方で目標未達や伸びの鈍化
も見られるため、今後は地域や競技団体等とのさらな
る連携を図り、スポーツへの参加機会の推進が必要で
ある。

24

B

基本的な講義内容である「ごみの分別・減量」の説明に加え、個別要望
があった内容については可能な範囲で説明できるよう対応した。

A

出前講座で、災害時の情報収集手段である防災ナビや昨年度、新たに
導入したポケットおおつの避難所受付機能などアプリのダウンロードや
登録について周知・徹底を図った。引き続き、ポケットおおつも含め、毎
講座にて最新の防災情報の提供を行っていく。

B

25

全国障害者スポーツ大会参加者への激励金の
交付

激励金の交付対象者を増やすため
に、県障害者スポーツ大会の開催等
に関する情報発信を行う。

スポーツの振興
18歳以上の週1回以上の市民の運
動・スポーツ実施率

26 障害者スポーツへの支援

（出前）消費者教育の推進

令和４年度については目標を下回ったが、令和５年度
以降は目標数値を達成した。
今後も自主事業については、市民の生涯学習につなが
る事業を積極的に実施していく。

広報おおつをはじめ、SNSなどを活用した周知を積極
的に行うとともに、学校へ積極的に働きかけた結果、昨
年度より出品数が増加した。
今後も文化・芸術に親しむ機会の場として、各事業につ
いて周知活動に努め、多くの出品が得られるよう取り組
んでいく。

自主事業として「クリスマスコンサート」や歴史・文化をテーマにした講演
会など、計４回の事業を実施し、大変好評を博した。
特に「クリスマスコンサート」や「ダンスイベント」においては、幅広い世
代の来場があり、大きな賑わいを見せた。
今後も、引き続き多様な自主事業を企画・実施し、市民に新たな学びと
創造の機会を提供していく。

件数的には全ての年度において目標達成しており、解
散総選挙で数件を中止した令和７年度においても１０件
程度を予定していたことから、着実に拡充を図ることが
できた。内容的にも、啓発サポーターの高校生や短大
生が主体となって実施する出前講座の導入、拡充によ
り、若年層に対して、より効果的に選挙の大切さについ
ての意識の醸成が図れているものと考えている。

保健予防課

危機・防災対策
課

目標数値を概ね達成しており、がん教育の推進につい
て適切に推進できているものと考える。引き続きすこや
か相談所と連携しながら、市民や地域の各種団体に対
して健康教育・啓発活動を行っていく。

４年間にわたり、おおむね目標数値を達成することが出
来た。講座の実施にあたっては、基本的な「ごみの分
別・減量」の説明に加え、自由な質疑応答に柔軟に対
応し、参加者の希望に沿った講座になるよう努めた。

これまでの4年間、市民の主体的な学びを推進するた
めに、出前講座の普及と啓発に取り組んできた。講座
の提供メニュー数を増やし、市民への学習機会を充実
させることに努めてきた。毎年、その時代に応じた講座
への申し込みが多く見られた。例えば、大きな災害が発
生した年には、地震災害に関する講座への申し込みが
増加した。このように、その時々の社会のニーズに応じ
た講座を提供できていることは、良い点であると考え
る。今後も、生涯学習や社会教育の必要性に応じて、
出前講座の普及と啓発に取り組んでいくことが重要で
ある。

対象者からの申請率の向上を目的として、令和７年度
より交付方法を手渡しから振込へと変更することで、交
付対象者５９人のうち５０人より交付申請があった（申
請率約８５％）。次年度以降も、引き続き広く案内を行
い、更なる申請率の向上を図る。

これまで、消費者が、各種講座を通じて暮らしに役立つ
幅広い分野を学習し、豊かで安心安全な消費生活を送
るために、消費者教育に取り組んできた。デジタル化の
進展、グローバル化、高齢化の進行などにより、商品・
サービスや情報の形態がますます複雑化し、消費者自
身が適切な判断を下すための知識と能力がこれまで以
上に求められていることから、消費者トラブルの未然防
止と被害拡大の防止に向けた啓発、消費者教育の推
進に努めていく。

出前講座の性質としては、興味を持たれた方からの応
募となるためテーマを絞った講座名での周知となるが、
メンタルヘルスの予防的観点においては、ピンポイント
の内容よりも少し裾野を広げた講座を実施することが
効果的だと考えられる。国や県などの流れと市民ニー
ズを捉えた出前講座となるようにタイトルや内容を適宜
見直していきたい。

がんに関する講座実施回数（すこや
か相談所）
※R元年度　14回　R2年度　0回（新
型コロナウイルス感染拡大のため）
今後の感染状況により活動方法、目
標を修正。

熱心まちづくり出前講座の開催数
（回）

A

B市民部

健康福祉部保
健所

総務部

教育委員会

全ての消費者を対象とした、消費者教育の実施 啓発講座の回数

A

A

A

障害福祉課

健康推進課

廃棄物減量推
進課

選挙管理委員
会事務局

消費生活セン
ター

美術展、写真展、短歌・俳句大会、
湖都の文学への出品数

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

生涯学習課

出前講座については、これまで継続的な利用がみられた自治会関係団
体の申込数が減少したことや新規団体の伸び悩みにより、実施件数が
大幅に減少した。講座メニューの固定化が一因と考えられるため、既存
の講座の内容を見直しとともに新たなメニューの追加に努めていく。ま
た、大津市の公式LINEや広報おおつへの掲載回数を増やすなど、周知
する方法の改善を図り、市民への学習機会の提供に努めていく。

B

広報おおつをはじめ、SNSなどを活用した周知を積極的に行ったが、昨
年度よりも出品数が減少し、出品者の高齢化・固定化が顕著である。
今後も文化・芸術に親しむ機会の場として、各事業について周知活動
に努め、多くの出品が得られるよう取り組んでいくほか、若年層の出品
を促進できるよう、周知方法を検討していきたい。

大津市文化振興計
画

講座のうち、市が取り組む最新の防
災情報の提供を行った講座の割合
（％）

熱心まちづくり出前講座の普及・啓発

地震災害や風水害に対する理解を深める講座
の実施

（出前）災害に関する学習機会の提供

文化・芸術活動の促進と文化・芸術に親しむ機
会の創出

文化・芸術に親しむ機会の提供

18

19

大津の歴史・文化をテーマにした講演会などの
開催

大津の歴史・文化をテーマにした講
演会又は音楽や映画などの開催
(回)

「和邇文化センター自主事業」の開催

熱心まちづくり出前講座の実施（再掲）

16

17

和邇文化セン
ター

教育委員会

文化振興課

A
市民の心身の健康に関わる幅広いスポーツの
推進

メンタルヘルスなどに関する講座の実施

メンタルヘルスに関する出前講座
（「こころの健康づくり」、「自殺対策
ゲートキーパー養成講座」、「上手な
お酒の飲み方講座」）の実施回数

第2期大津市がん対
策推進基本計画

選挙管理委員
会事務局

市民部

健康福祉部

市民部
大津市スポーツ推進
計画

健康福祉部保
健所

（出前）こころの健康についての学習機会
の提供

（出前）がん教育の推進 がん検診についての講座の実施

環境部

出前講座の実施件数

スポーツ課



目標 — — — — —

実績 3 1 5 7

評価 A A A A

目標 18,000 18,400 18,800 19,200 19,600

実績 18,036 19,202 19,171 20,048

評価 A A A A

目標 6 6 6 6 6

実績 2 6 9 6

評価 C A A A

目標 25 30 30 30 30

実績 24 50 43 63

評価 C A A A

目標 10 10 10 10 10

実績 0 3 8 8

評価 D C B B

目標 4 4 4 4 4

実績 7 8 8 5

評価 A A A A

目標 200 200 200 357 357

実績 335 379 372 388

評価 A A A A

目標 20,000 20,000 20,000 27,000 21,000

実績 29,837 31,690 34,879 32,676

評価 A A A A

●方針２　ライフステージに応じた学習機会を提供します

指標

R2 R4 R5 R6 R7 R8

918 3,000 3,300 1,000 1,100 1,200

実績値 2,639 970 1,482 3,086

・乳幼児期における親の学びへの支援

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 3,000 4,200 3,300 3,300 3,300

実績 3,142 3,180 3,299 3,095

評価 B C B C

「おおつ家庭教育５か条」と「我が家の１か条」最優秀賞
（昨年度公募）を掲載したクリアファイルを配布し、各家
庭で家庭教育について考える機会を創出できている。

４年間にわたり全て目標数値を達成することができた。
一方で、事業委託先の組織運営に関することや、クマ
の出没や熱中症などのリスク増加が懸念される状況に
あり、開催時期や場所に注意して事業を実施していく必
要がある。

参加者数はR4以降毎年増加傾向にある。R6、R7は毎
回、申込開始から当日もしくは２日目には定員に達する
ほどの注目度である。当日の天候により少なからず
キャンセルが出てしまうものの、実際の空で星を見たい
という思いを持っている多くの方へのニーズに応えるこ
とができていると考える。

観覧者はR4と比べR6は約5000人増加した。またR6の
6.7.9.12.1月は、月別来館者数で平成4年（1992年）の大
津市科学館開館以来、歴代最高の来館者数を記録し
た。そこからR7は約2000人減少したが、駐車場工事の
影響は否めない。日本プラネタリウム協議会が実施し
ているプラネタリウム基礎調査では、小規模館（座席数
99席以下）で観覧者数４年連続全国２位という記録を残
している。より多くの方から注目されるようになってきて
いることは間違いない。

33

「大津市がん対策推進基本計画」において、児童生徒に対し健康教育
とあわせてがんに関する教育を行うこととしている。令和７年度は、ス
ピーカーバンクと連携し、市内の小中学校６校で出前授業を実施した。
また、薬剤師会等と連携した薬物乱用教室も実施した。引き続き、保健
主事会と連携しながら、外部講師を活用し、自他の健康と命の大切さに
ついて学び、共に生きる社会づくりに寄与する資質や能力の育成に力
を入れていく。

29 健康教育の推進
保健体育科を中心に、がん教育、禁煙、薬物防
止、性に関する教育等の充実を図る

大活字本、朗読CD等バリアフリー資料、電子図
書およびオーディオブックサービスの整備

教育委員会

大津市環境基本計
画、第3次大津市文
化振興計画、大津子
ども・若者支援計画

27

令和7年度は,昨年度同様に定員を60名とした。今年度は火星、土星、
木星などの惑星の観望条件が良好で、市民からの注目度も高かった。
今年度から電子観望も導入し、参加者からは大変好評だった。悪天候
の日もあったため、実際に望遠鏡を使用できなかった日もあったが、そ
ういった日はプラネタリウムで講師の方が撮影した写真や映像を見た
り、天文ドームの見学をしたりと活動内容を工夫している。アンケートに
よると、どの回も満足度は高い。何度も参加してくださる方もおられる
が、もっと広く多くの方に参加していただけるよう、テーマや周知などを
工夫して事業を継続していきたい。

各校では、家庭科社会科を中心に消費者教育を実施している。令和7
年度は防犯教室等で講師を招聘し、消費者教育を行った学校があっ
た。学校運営協議会の一年間のテーマとして消費者教育を設定する学
校もあり、消費者教育の重要性が浸透しつつあるが、外部講師を招き
実施する学校は依然として少数に留まっているため、実際の取組や成
果を周知することで、充実を図る。

自然家族事業（「里山」の日、「川」の日、「びわ湖」の日）を合計５回実
施した。令和６年度までは「里」の日としてさつまいもの栽培と収穫体験
から地産地消を学ぶ事業を実施してきたが、畑の管理の問題や本事業
委託先の構成員の高齢化などにより、今年度から実施を取りやめた。
また、「里山」の日については、実施場所である春日山公園近くでクマ
が出没したことにより、２回中１回の実施を取りやめた。本年度は、実施
予定回数を６回とし、またリスク管理を徹底した上で引き続き事業を実
施する。
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総括コメント（方針２に対して）

A

A

B

30

障害者の学びの場の提供28

A

A
大津市図書館の基
本的運営方針

教育委員会
第３期大津市教育振
興基本計画

障害者の方等が利用できるバリアフリー資料の充実を図るため、各館
で幅広く収集し、提供することができた。令和７年度蔵書数は、大活字
本5,277冊、朗読CD1,314点、電子図書6,336コンテンツ、オーディオブッ
ク7,121コンテンツ、合計20,048点であった。次年度も継続してバリアフ
リー資料の収集に努め、市民へのバリアフリー資料の紹介に係る情報
発信及び提供を行い、利用促進を図る。

障害者の学びの場の提供

各校において、家庭科や社会科を中心に消費者教育を
実施した。教科の授業以外にも学校運営協議会の年
間のトピックとして消費者教育を掲げる学校もあるなど
消費者教育の重要性が浸透した。今後も教科横断的
に様々な教育活動の中で消費者教育が実施されるよう
充実を図っていく。

令和７年度、令和８年度と派遣数が増加しており、聞こ
えない人への情報保障の啓発の効果は出ているものと
考える。
引き続き、聞こえない人に対して情報保障がなされるよ
う、手話通訳者の派遣体制を整える。

４年間にわたり全て目標数値を達成することが出来た。
毎年度バリアフリー資料及び電子図書コンテンツの予
算確保に努め、資料整備の充実及びコーナーづくり
（「りんごの棚」設置）の工夫や資料紹介と普及啓発に
係る展示やワークショップの実施ができた。今後も引き
続き、ニーズを捉えた資料選定に加え、普及及び啓発
に係る事業の展開により、誰もが継続して読書に親し
める機会を実現するため、資料研究と提供の機会拡大
に努め、情報発信を積極的に行っていく。

大津市のがん教育は「知識を教える教育」から「行動と
共生を育てる教育」へと進化している。特に直近では外
部講師の活用やデータに基づく評価という点でより実
践的な段階に入っている。今後もより活動が推進できる
ように充実を図っていく。

ここ３年間の講座の実施回数は目標を大幅に上回って
いる。引き続き、講座の周知・開催に努める。

生涯学習課 B

令和７年度は令和６年度に引き続き、講座の実施回数は目標を大幅に
上回った。令和８年度においても引き続き、講座の周知・開催に努め
る。

プラネタリウム事業の実施

学びに関する動画再生回数（回）

35 家庭教育の啓発及び関係団体への支援 家庭教育の推進
「家庭教育５か条」リーフレット等配
布部数（部）

時間や場所に制約を受けることなく、それぞれのライフステージに応じた学びに取り組んでい
る。

消費者教育の推進

A

A

学校教育課

図書館

障害福祉課

科学館

プラネタリウム解説担当と操作担当が来館者の様子を見ながら連携
し、臨機応変に解説する投影スタイルで観覧者に合わせた投影内容と
なるよう工夫している。また、貸切団体への投影についても団体の特性
に合わせて工夫をこらし好評を得ている。プラネタリウムの良さを知って
いただくための投影「満天の星in大津」、子育て応援を目的とした「はじ
めてのプラネタリウム」も変わらず好評である。さらに、日頃の疲れを癒
していただくことを目的とした「熟睡プラ寝たリウム」を新たに実施した。
今年度は工事があり、駐車場のスペースが半分に減少していたため来
館者の大幅な減少が予想されていた。結果は約2000人減ということで
あったが、令和5年を上回る来館者数であったため、プラネタリウムが
市民から注目されている表れであると考える。今後もより良いプラネタリ
ウム投影を継続していきたい。

A

教育委員会

長寿福祉課

自然家族事業の実施

教育委員会

科学館

出前講座実施数

家庭科、技術・家庭科、社会科を中
心に、外部講師を活用した消費者教
育を行った学校数（校）

環境政策課

聞こえない人への情報保障の啓発
（上記の啓発については、講演会の主催者か
ら派遣の依頼があった場合でしかできないた
め、人数等の目標値を立てることができませ
ん。）

講演会への手話通訳者の配置

学校教育課

プラネタリウムを使用し、天体に関する話題や
情報を提供する。年齢を問わない学びの支援

「おおつ健康フェスティバル」や「はたちのつどい」等、合計７件の手話
通訳者の派遣依頼があり派遣した。
令和８年度も引き続き、派遣依頼があった際に、手話通訳者を派遣す
る。

健康福祉部

31

おおつゴールドプラ
ン2024

健康福祉部

星空観望会　参加者数

プラネタリウム利用者人数
➡プラネタリウム観覧者数

星空観望会の開催
大津市科学館より星空を観測し、一般市民の自
然への関心を高める。年齢を問わない学びの支
援。

34

環境部自然家族事業開催回数

外部講師を活用したがん教育の年
間実施回数

大活字本及び朗読CDの蔵書数、電
子図書及びオーディブックのコンテン
ツ数

リハビリテーションセラピスト出前講座の
開催

環境教育の推進

第３期大津市教育振
興基本計画

家庭科、社会科等を中心に、消費生活の中で自
ら適切な商品を選択したり、必要な情報を収集
したりできる力の育成を目指す

理学療法士などリハビリ専門職による介護予防
の出前講座

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

社会教育委員意見（方針２に対して）

市立小学校の新入生に「おおつ家庭教育５か条」と昨年度公募で決
まった「我が家の１か条」最優秀賞を掲載したクリアファイルを配布し
た。クリアファイルの配布は手元に残りやすく、家庭に持ち帰り考える機
会の創出につながると考えている。今年度はより幅広い家庭で家庭教
育について考えていただけるよう、クリアファイルの配布先を拡大できる
よう検討する。

教育委員会

「目指す市民の姿」に向かう市民の状態（中間アウトカム）

教育委員会



目標 500 500 500 500 500

実績 1,338 373 303 290

評価 A C C C

目標 90% 90% 100% 100% 100%

実績 100% 100% 100% 100%

評価 A A A A

目標 5 5 5 5 5

実績 6 5 5 4

評価 B B B C

目標 3 4 4 5 6

実績 2.9 3.1 2.9 3.1

評価 C C C C

目標 300 350 400 450 500

実績 109 138 191 247

評価 C C C C

・青少年期の育ちへの支援

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 20% 30% 45% 50% 50%

実績 59% 50% 38% 38%

評価 A A C C

目標 13 14 14 15 15

実績 10 10 8 0

評価 C C C D

目標 65% 70% 75% 80% 80%

実績 58.1 60.4% 77.80% 67.10%

評価 C C A B

目標 50 50 50 60 60

実績 70 85 81 78

評価 B A A A

目標 1,800 1,800 1,800 1,900 1,900

実績 1,580 1,825 2,003 2,181

評価 C B A A

目標 6 6 6 6 6

実績 6 6 6 6

評価 B B B B

コロナ後、子育て家庭のニーズが多様化している。求
められる支援の把握に努めながら、必要と考える支援
を精査し進めてきた。特に、低月齢対象の講座を新た
に立ち上げ、内容を精査したことは大きな成果であっ
た。

対面とオンラインでそれぞれ前期後期の教室を行って
きた。初めて離乳食づくりを行う第一子の保護者に対
し、より分かりやすく伝えるため硬さや味つけなどを実
体験してもらえるようにベビーフードの試食を取り入れ
るなどしてきた。感染症が落ち着き、オンライン教室の
需要が減ってきたこともあり、今後は教室としては対面
教室に一本化し、オンラインを希望される方には個別で
の相談を行う。

おおつかがやきプラ
ンⅣ（大津市男女共
同参画推進計画・大
津市女性活躍推進
計画）

B

教育支援セン
ター

教育委員会
第３期大津市教育振
興基本計画

生涯学習課

教育支援セン
ター

市民や教職員対象の教育相談講演会の
開催

男性向け家事・育児などの各種講座の開
催

36

おはなし会の開催
公民館等での、主に乳幼児とその保護者を対象
にした読み聞かせの実施

教育相談講演会の実施数

発達支援に関する親の学習会・講演会の開催

家庭内での家事・育児分担の推進と男女共同
参画意識の醸成

男性の家事・育児・介護への参画を
推進する講座等の参加者数

生涯学習課

A

B

大津市子ども・若者
支援計画

アンケートによる教室参加者の理解
度（教室の内容が「大変参考になっ
た」と「参考になった」人の割合）

大津市食育推進計
画健康おおつ21(第3
次計画)・第4次大津
市食育推進計画

こども未来部こ
ども総合支援局

教育支援ルームにおいて日常活動を積み重ねることで、各自のペース
に合わせた学力補充や、人間関係の構築、コミュニケーション力の向上
など学校復帰や社会的自立に向けた成果が見られた。令和６年度から
中学校ウイング瀬田を開設し、通級生徒数の拡大を図った。また、長期
欠席が続き教室に入りづらい児童生徒が自分に合ったペースで学習・
生活できる校内ウイングを学校内に整備し、不登校になる前の早い段
階で支援を行うとともに、市と県のモデル校９校の取組を広く周知し、効
果を検証している。

電話・来所による教育相談の実施

B

教育支援ルームへの通級者数
第３期大津市教育振
興基本計画

生涯学習課

こども発達相談
センター

42

40

41 地域愛を育む学習機会の提供 子どもの居場所づくり事業の実施

教育委員会

青少年を対象とした、地域愛を育む
ことを目的とする講座を実施する公
民館の割合

44

43 20歳(はたち)のつどいの開催

39

政策調整部

A

教育支援セン
ター

第３期大津市教育振
興基本計画

38
発達に課題を持つ子どもの子育てに関す
る学習機会の提供

B

電話・来所による教育相談の実施

37 離乳食教室の開催 離乳食の開始や進め方を支援する

親子、家族の交流・学習・体験事業の実施子育てに関する講座の開催

20歳(はたち)のつどいの開催 参加率（％）

こども未来部

会場と開催方法（２部制）を変更し２年目の開催であったが、１部と２部
の参加者入替え時においても会場内や周辺道路に大きな滞留が生じ
ることなく、安全かつ円滑に行うことができた。また、令和７年度も企画
運営会議による企画・運営を実施し、参加対象者の満足度は参加者ア
ンケートによると、「とてもよかった」「よかった」が全体の９割を占めた。
今年度においても、企画運営会議による企画・運営を実施し、対象者の
参加率を高めるだけでなく、参加者の満足度を高めることに努めたい。

教育支援ルームの利用者数は、小学生は令和５年度
をピークに減少傾向である。一方で、中学生は令和７年
度過去最高となっており、増加傾向にある。学校へ足
が向きにくい子どもたちへの柔軟な支援の考え方は、
すべての市立小中学校に設置した「校内ウイング」を通
じて、学校に根付き始めている。あわせて、自宅や支
所、校内ウイングにおいて、教育支援員（教員OB）と公
認心理師が訪問し、個に応じた支援を行う「アウトリー
チ型支援」も拡充している。小中学校ともに長期欠席者
数は減少傾向にあり、市としての不登校支援の取組が
着実に成果として表れつつある。

児童生徒の心理に関して専門的な知識・経験を有する公認心理師によ
り、来所面接相談を実施することで、相談者の心理的不安を和らげ、課
題解決につながる支援が行えた。子どもや家庭の抱える課題が複雑
化、多様化してきており、関係機関との連携を強化しながら、相談者の
支援を継続していく。

子育て家庭のニーズに応じ、個々に寄添う内容に変更し、充実させた
講座を開催した。低月齢児対象の講座はニーズが高く、両親で講座に
参加することが多くなってきている。また、二人目の育児に困る方が多
いことから、おしゃべり場（相談事業）に「きょうだい保育について」の講
座を新たに開催した。気軽に交流し、同じ困り事や悩みを持つものがつ
どい、相談できる場となり好評であった。今後も子育て状況に合わせた
関わりや支援を考えている。

おはなし会を通して、子育ての悩み相談や親子のふれあいの時間を作
ることができた。また、読書の大切さを伝えることや保護者同士のつな
がりも構築することができた。今後も引き続き、公民館講座におけるお
はなし会を充実させるよう努める。

離乳食を進めるうえでの悩み事について答え、支援を行った。対面とオ
ンラインで実施し、参加者が参加しやすい方法を選択できるようにして
いる。4か月児健診で離乳食に関する主訴が多いことから、離乳食教室
についての案内を二次元コードをつけたカードにし、医療機関に設置し
ていただくよう依頼している。すこやか相談所とも連携して離乳食教室
をより一層周知していきたい。本年度も継続的に実施し、支援を行う。

幼児期、学齢期のこころの発達など、幅広いテーマで４回の研修会を実
施した。今年度も市民にとって関心の高いテーマやセンターが周知した
い内容を吟味し、継続して実施していく。

B

来所面接による延べ相談人数

青少年育成団体への支援 青少年育成団体への支援
青少年指導者研修（ユースボラン
ティアセミナー）委員数（人）

公民館事業における「おはなし会」な
どの事業開催日数（1館あたりの平
均数）

子ども読書活動推進
計画

発達支援に関する親の学習会・講演
会の開催回数

おおつ保健医療プラ
ン2019（第3期大津
市保健医療基本計
画）

子育て講座開催回数

教育委員会

社会的自立に向けた不登校児童・生徒
への支援

社会的自立に向けた不登校児童・生徒への支
援の実施

母子保健課

人権・男女共同
参画課

青少年を対象に、人形劇やコンサート、大津絵体験な
ど、五感を使った体験活動による学びを提供できた。今
後も引き続き青少年期に対する講座を充実させ、青少
年期の育ちへの支援を進めていく。

自然体験の機会が減少していること等から、青少年及
び青少年指導者の養成、育成の機会は減少しつつあ
る。青少年教育関係団体においても会員数は減少傾向
であることも踏まえ、今後の事業を検討していく必要が
ある。

会場、開催方式を変更したが、安全かつ円滑な式典を
実施できている。また、企画運営会議方式により、参加
者の意見を取り入れた式典を取り入れ、参加者の満足
度向上につながっている。

令和７年度は、青少年教育推進事業を見直し、新事業実施を試みた
が、参加者数が少なく、事業を中止することなった。代替事業として、新
事業参加予定者による意見交流会を実施し、今後の青少年教育推進
事業へ青少年による意見交流の場を設けた。次年度は意見交流会を
踏まえて、青少年育成団体の支援につながるよう事業の見直しを進め
る。

４年間にわたり、ほぼ目標数値を達成することが出来
た。研修会の実施にあたっては、幼児期、学齢期のここ
ろの発達など、市民に関心の高いテーマを設定し、効
果的で満足度の高いものとなるよう工夫を行った。ま
た、一部の研修については、オンデマンドによる配信を
行い研修機会の確保に努めた。
今後も効果的な研修会となるよう、多様化する保護者
のニーズに応じた研修内容を設定し継続的に実施して
いく。

おはなし会を楽しみながら、リラックスした自然な雰囲
気の中、親子や保護者間で交流を行うことが出来てい
る。参加者同士のつながりを維持しながら、仲間づくり、
居場所づくりの支援を続けていく。

育児中の父親（プレパパを含む）を対象に、多様な講座
を実施するとともに、参加者同士の交流を促進する構
成とするなど実施方法を工夫したことで、参加者の増に
つながった。結果、家庭内での家事・育児分担の推進と
男女共同参画意識の醸成に一定の効果があったもの
と評価する。

地域団体の方を講師としてお招きし、人形劇やコンサートなど子どもの
成長を親子で確認しながら、参加者同士の交流も深めることができた。
また、大津絵など歴史や文化について学び、体験することで深く知識を
取り入れることができた。今後も引き続き青少年期に対する講座を充実
させる。

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

B

C

生涯学習課

市民、教職員および子どもから、教育に関する不安や
悩みについて相談を受け、子どもの心身の健全な成
長・発達を図るための支援を、継続的に進めてきた。教
育相談事業の推進にあたっては、専門機関と連携しな
がら、相談担当者がより効果的に業務を実施できるよう
研修を行うとともに、教育相談業務を通じて得た知見を
いかし、普遍化した知識として市民や学校へ還元できる
よう、今後も努めていく。

市民や教職員・保護者を対象に教育相談講演会を実施することで、子
どもの心理や発達に対する理解を深め、よりよい支援のあり方につい
て、それぞれの立場で考えるきっかけとすることができた。令和７年度も
引き続き講演会を実施し、子どもの支援に携わる教職員や子育てに悩
む保護者に対して、情報提供をしていく。

子どもの発達やその支援、子育ての悩み、親子関係、
子どものしんどさやこころの問題、不登校などに関し、
教育や子育てに悩む保護者をはじめ、教職員及び市民
を対象に教育相談講演会を開催している。講演会につ
いては、学校園に加え、ホームページや広報おおつに
も掲載し周知してきた。今後も引き続き、こうした取組を
通じて周知に努めていく。

育児中の父親（プレパパを含む。）を対象に、年間３講座(４回)を開催す
るとともに、男性の家事・育児や夫婦間の家事シェアをテーマとしたイベ
ント「おおつ家事育児応援フェスタ」(令和7年11月16日(日) ブランチ大
津京)を開催した。イベントでは、親子で作るエコバッグやバルーンアー
トなどのイベントにくわえ、家事育児における夫婦間の信頼・納得度を
向上するためのツールとして作成した「大津市版家事シェアシート」の周
知を行った。
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市民の関心の高い教育課題の解決に資する教
育相談講演会の実施

教育委員会

46 A

A

子育てひろばゆ
めっこ

こども未来部こ
ども総合支援局

教育委員会

教育委員会

教育委員会



目標 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

実績 5,859 5,211 4,806 5,037

評価 A A C B

目標 55 55 55 55 55

実績 55 55 55 55

評価 A A A A

目標 950 1,200 1,200 1,540 1,600

実績 1,359 1,671 1,670 1,613

評価 B A A A

目標 2,300 2,300 2,300 2,900 2,900

実績 2,994 2,994 3,128 3147

評価 B B A A

目標 500 500 500 500 500

実績 594 596 584 563

評価 B B A A

目標 200 200 200 520 600

実績 266 521 535 512

評価 B A A B

目標 120 125 125 130 130

実績 104 103 115 104

評価 C C C C

目標 38回 38回 40回 40回 40回

実績 28 30 41 39

評価 C C B C

目標 3箇所 3箇所 4箇所 4箇所 4箇所

実績 3 3 3 3

評価 A B C C

目標 30名 30名 40名 40名 40名

実績 39 34 44 32

評価 A A A C

学びや思考の変容を指導に生かすためのツールとし
て、キャリアパスポートを活用することができた。引き続
き好事例を伝達するなどして活用を推進していく。

サイエンス屋台村は、定員５００名のところ、それを超える７４０名の応
募があった。来館者の反応としては、「とても楽しかった」「楽しかった」
のみの回答であり、大変満足度の高い時間となった。これからも「科学
の触れることの楽しさや喜びを味わう機会」を提供し続けたい。科学工
作教室は、児童と保護者がともにものづくりに取り組む機会の提供に主
眼を置き、内容を設定した。この事業は、今年度から機会学会関西支
部シニア会に講師を依頼し実施している。充実した内容で参加者の満
足度も高いため、今後も継続して実施していきたい。

実施箇所数としては、昨年度と同じであった。当該事業は、様々な要因
により、孤独を感じたり、支援を必要とする子どもたちが安心して過ごせ
る場所を提供し、その場所において学習支援及び生活支援を行うこと
で、子どもの健全な育成に寄与することを目的としている。令和７年度
は、継続的な事業の実施を目指すとともに、地域バランスを踏まえた実
施箇所の拡充を検討した。令和８年度は新たに１箇所増設し、子どもた
ちがより利用しやすい体制づくりを行う。

参加者数としては、昨年度比72.7％の達成率となったものの、研修会の
実施回数は、３回実施し、昨年度より１回増となった。研修後に実施し
たアンケートでは、９割以上の方が「よかった」「とてもよかった」と回答
するなど満足度も高いものとなり、保護者の孤独感や育児ストレス緩和
の場として効果的な取組となった。令和８年度は行政施設以外の場所
でも実施し、相談支援につながる入口として機能させ、虐待リスクの軽
減を図り、子育て支援の充実につなげる。

研修会の実施回数としては、昨年度比95.1％でわずかに減少したもの
の、目標に対して97.5％の達成率となった。研修内容に関しては、保育
園児・幼稚園児・小学生及びその保護者、職員に対して研修を実施し、
子ども達は「安心・自信・自由」の権利があることを知り、自分で自分を
守るという大切なことを学ぶ場として効果的な取組となった。令和８年度
も引き続き、受講機会の増加や実施先の拡充、就学後の繰り返しの研
修受講を検討するなど、事業受託者と密に情報共有し、他市町村の取
組を参考にし、関係所属とも連携を図り、児童虐待の未然防止につな
げる。

実施回数としては、目標数値を達成した年度は少な
かったものの、回数は増加傾向にあり、４年間にわた
り、参加延べ人数は2,500名以上となった。多くの子ども
及びその保護者、職員が研修を受講し、子ども達は「安
心・自信・自由」の権利があることを知り、自分で自分を
守るという大切なことを学び、保護者や職員もそれぞれ
の立場で学びを深めることができた。今後も受講機会
の増加や実施先の拡充等を図り、児童虐待の未然防
止につなげる。

実施箇所としては、現在、市内３カ所で、孤独や不安な
どを抱える子どもたちが安心して過ごせる場所をつく
り、健やかな成長を支えることを目的に学習支援や生
活支援等を行う子どもの居場所づくり事業を実施してい
る。令和８年度新たに１カ所増設し、地域バランスなど
も考慮し、北部での実施を目指す。

参加者数としては、目標数値を達成した年度が多く、令
和７年度からアンガーマネジメント講師資格者を１名増
員したことにより、実施回数も例年より１回増となった。
今後も実施回数を増やして相談支援につながる機会を
増やし、児童虐待の未然防止につなげる。

A

こども発達相談
センター

学校教育課

子ども・若者の健やかな育成 子ども・若者総合相談窓口での相談

特活を中心として各教科と往還し、自らの学習
状況やキャリア形成を見通したり、ふり返ったり
する。

科学の子事業の実施

実験、工作の体験を通して子ども達が科学を身
近に触れる機会を作る。

大学、企業と連携し小中学生への最先端科学
学習を提供するＩＦクラスやものづくりの発明クラ
ブ

子どもの居場所の提供

アンガーマネジメント講座の開催

教職員、保護者、子どもへの研修
研修実施回数

参加者数

第３期大津市教育振
興基本計画

教育委員会

参加希望した市内小学３～６年生いずれかの学
年が参加する【かがくのこ】や、申し込み制の
ジュニア天文教室

展示ホール来館者対象（子ども優先）の科学実
験や実演・科学工作等。

18歳未満の子どもの保護者を対象に怒りをコン
トロールする方法を学ぶ

『ＩＦクラス』『発明クラブ』活動日の参
加者合計数

学校、家庭および地域における学習や
生活の見通しをたて、学んだことをふり
返るために、キャリア・パスポートを有効
に活用した小中学校数（校）

教育委員会

教育委員会

子どもの居場所づくり事業の実施

子どもへの暴力防止プログラム研修の開
催

サイエンス屋台村や科学工作教室の開
催

こども未来部こ
ども総合支援局

こども未来部こ
ども総合支援局

小中学生の発達相談事業の実施
令和７年度は、８７４人の小中学生に対して５，０３７件の相談支援を実
施した。今年度も継続して相談支援を実施していく。

A

A

『サイエンス屋台村』『科学工作教
室』の参加者数

A

実施箇所数

大津市こども・若者
支援計画

こども・若者政
策課

困難を有する子ども・若者の相談窓口として相談を行う
中で、その保護者への相談対応も実施しており、家庭
に寄り添った相談窓口となっている。社会的な自立のた
めに、関係支援機関等との連携体制も構築されてお
り、既存資源を生かした支援を実施している。

子ども・若者総合相談窓口を予定どおり運営した。新規相談件数は前
年度から11件減少したが、居場所作り事業や当事者交流にも取り組
み、社会的な自立を目指し、相談者に寄り添った相談を行っている。令
和8年度も、引き続き窓口を運営し、相談者の課題解決を支援していく。

こども未来部こ
ども総合支援局

A

こども・子育て
安心課

科学館

こども未来部

こども未来部こ
ども総合支援局

こども・子育て
安心課

A

参加者数はR4と比べると約300人ほど増加している。し
かし、R7でいうと「サイエンス屋台村」は500人定員のと
ころ実際に当日参加したのは467人であった。例年、定
員の約２割が当日キャンセルする傾向があることから
600人を当選としていたにも関わらず、そういった結果と
なってしまった。この事業についても欠席が出てしまうこ
とが課題である。より多くの参加者に学んでいただける
よう、欠席を出さないための工夫も考えていく必要があ
ると考えている。「科学工作教室」は定員24人で、当日
欠席したのは2人であった。

A

子ども・若者綜合相談窓口での新規
相談件数

教育委員会

A

こども・子育て
安心課

『移動教室』として実施してきた事業がR７から【かがくの
こ】と名称を変更した。それは、これまで大津市立の全
小学校の６年生が参加をするものであったが参加は希
望制となり、参加学年は４～６年生のいずれかの学年
となった。これは各学校がどの学年にどういった力を身
に着けさせたいかを考え、主体的にこの事業に参加で
きるようにという意味がある。この大きな変化から名称
も変更することとなった。参加児童の98％が「満足して
いる」とアンケートに答えていることから子どもたちに
とって良い学びの場になっていることがわかる。また、
実際の星を見ることができる『ジュニア天文教室』でも
「とても良かった」と感じている子どもが多かったことか
ら、星や宇宙についての興味関心を高める事業となっ
ていることがわかる。

参加者数はR4と比べると増えているが、R5～R7はほぼ
変化はない。その日のテーマが集客力に影響している
ところはもちろんあると考えられるが、時期による展示
ホールへの来館者数が大きく影響している。夏休みな
ど来館者が多い時期は、定員に達することがほとんど
であるが、定員の半分も満たないような時期もある。さ
らに良い事業とするためには、より魅力的な内容を考
え、積極的に広報していく必要がある。

科学館

A

わくわくサイエンスは、毎週土日曜日及び祝休日に実施している参加型
の事業である。毎回テーマが変わる科学実験や工作体験は大変好評
で、午前中で予約が埋まることもあり、参加者の注目度が高い。通常
は、展示ホール内サイエンステーブルで行っているが、今年度はプラネ
タリウムを会場として実施した回もあった。初の試みであり、何度もわく
わくサイエンスに参加されている方からも大変好評であった。今後も、
参加者の方にとって、魅力のある事業を継続していきたい。

【かがくのこ】は予定通りの日程で、全校実施ができた。プラネタリウム
の星空を見て、星について興味をもったり、実際の空も見てみたいとい
う思いをもったりと、児童にとって感動体験となっていることがアンケート
から知ることができた。また、展示ホールでも、科学についての様々な
体験をすることができ、楽しく学ぶことができたと多くの児童が感じてい
る。『ジュニア天文教室』は、天候に恵まれた１回目は、「土星、月、すば
る」を観測できた。２回目は天候には恵まれなかったが、雲の切れ間か
ら「木星、シリウス」を観測した。２回とも充実した内容で参加者のアン
ケートでは、「とても良かった」と感じている子どもが多かった。

４年間にわたり、ほぼ目標数値を達成することが出来
た。当センターでは、幼児期から学齢期を通じて、発達
障害やその疑いのある子どもの相談事業を継続的に
行っているが、相談ニーズは年々増加し、内容も複雑
化している。引き続き、専門機関として高い専門性を発
揮するとともに、多職種および他機関との連携を密に
し、市民のニーズに対応していく。

ＩＦクラスでは、立命館大学、大阪ガス、日本電気硝子など様々な団体
に協力していただき、最先端科学技術や、日常生活や社会で利用され
ている身近な科学技術について学ぶことができた。事後のアンケート結
果からも大変満足度が高いことがわかる。発明クラブは、４年、５年、６
年、中学生とクラスを４つに分けて行っている。特に中学生クラスは連
続して参加を希望される場合もあり、毎年同じ内容が使えない難しさも
あるが工夫を凝らしながら実施している。将来的に発明クラブ参加者が
講師として戻ってくることや、中学卒業後の進路につながっている成果
もあり、今後もこれまでのような活動を継続していきたいと考える。

参加者数はR4と比べると少し減少している。最先端科
学技術や、日常生活や社会で利用されている身近な科
学技術について学ぶことができる「ＩＦクラス」では、毎回
定員を超えるほどの申込があり、抽選により参加者を
決定している。科学やものづくりへの興味関心を高める
ことを目的としている「発明クラブ」も同様に、抽選によ
り参加者を決定しているほどである。しかし、毎回のよう
に当日に欠席が出てしまうことが課題であり、より多く
の参加者に学んでいただけるよう、欠席を出さないため
の工夫も考えていく必要がある。

児童・生徒の学びや思考の変容を指導に生かすために、キャリアパス
ポートを活用することができている。また、校種間での引継ぎを確実に
行っている。より効果的な活用となるよう、好事例を伝達するなどして広
めていく必要がある。

科学館

48

47

49

発明・発見・ものづくり事業の実施

わくわくサイエンス（科学実験・工作）の実
施

小中高におけるキャリアパスポートの活
用

『わくわくサイエンス』の参加者数 A

発達に課題を持つ青少年の自己理解に
向けた支援

教育委員会

【かがくのこ】、『ジュニア天文教室』
参加者数

50

56

55

52

51

54

53

小中学生の相談支援延べ件数

おおつ保健医療プラ
ン2019（第3期大津
市保健医療基本計
画）

科学館



目標 3,600 3,700 3,800 3,900 4,000

実績 4195 3,707 3,932 4,021

評価 A B A A

・中年期・壮年期の学びへの支援

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 500 500 500 500 500

実績 394 275 458 525

評価 C C C B

目標 4 5 6 7 8

実績 4 4.8 6.9 6.7

評価 B C B B

目標 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100

実績 1,153 1,558 1,943 1,729

評価 B A A A

目標 11.1 11.3 11.5 11.5 11.5

実績 11.9 11.8 11.9 11.9

評価 A A A A

・高齢期の学びへの支援

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 25 30 30 30 30

実績 24 50 43 63

評価 C A A A

目標 6 10 12 14 16

実績 13.6 17.9 19.6 19.1

評価 A A A A

・ＩＣＴを活用した学びの場の提供

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 20,000 21,000 22,000 23,000 24,000

実績 29,868 21,607 25,151 24,840

評価 A A A A

目標 7回/年 9回/年 9回/年 11回/年 11回/年

実績 9 6 8 9

評価 A C C C

目標 170 180 190 200 210

実績 208 208 208 217

評価 B B B B

・リカレント教育の充実

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 500 500 500 500 500

実績 394 275 458 525

評価 C C C B

　これまでの4年間で培った経験を活かし、地域に密着
した多様な場所での開催や民間企業との連携を推進す
ることができた。
　今後も市民のニーズを細やかに捉え、デジタル格差
解消に向けた継続的な支援に努めていく。

公民館だよりの毎月発行により、地域行事の情報発信
を安定的に実施した。子育てアプリや大津市公式アプリ
「ポケットおおつ」等も活用しながら、引き続き、効果的
な周知手法や媒体の検討を行っていく必要がある。

ここ３年間の講座の実施回数は目標を大幅に上回って
いる。引き続き、講座の周知・開催に努める。

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

歴史博物館では毎年、市域に関わる文化財を購入する
だけでなく、受贈によって博物館資料として充実させて
いる。コロナ禍以降、受贈案件が増加傾向にあるもの
の、引き続き受入・整理が完了し、デジタル化したもの
から順次公開していく。

アンケート回答結果や社会情勢に合わせて新規講座
の開講や、満足度や利用率の高い講座の継続実施な
ど、利用率上昇に努めた。「勤労者」の利用率が低い傾
向にあるので、引き続き利用率上昇に向けて取り組む
必要がある。

高齢者向けの講座として、ニーズに応じた講座を提供
できている。多く開催し、引き続き、高齢者の心身の健
康及び満足度が増進するような企画の検討を行う。

来館が困難な利用者への非来館型図書館サービスと
して、導入することにより、視覚障害者や高齢者をはじ
めとした読書をすることが困難な市民も本を楽しむ機会
を拡大することができた。
また、電子図書は、学校ＩＣＴによる一人一台タブレット
により、学校での授業や朝読書などに活用できるよう調
べ学習に利用できるコンテンツや、マルチライセンス型
コンテンツの導入を実施した。

学校ＩＣＴによる一人一台タブレットにより、電子図書を学校で授業や朝
読書などに活用できるようマルチライセンス型コンテンツを令和５年度よ
り導入している。
令和７年度は、電子図書は23,450点の貸出、オーディオブックは1,390
回のアクセスがあった。
使い方を含め、様々な形で広報並びに周知に努め、利活用促進を図っ
た。

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

相談件数としては、年々増加傾向にある。今後もこども
家庭センター機能を充実させ、児童福祉と母子保健が
連携し、妊娠・出産・子育てにおいて支援を要する世帯
を早期に把握し、迅速な対応と支援につなげる。

アンケート回答結果や社会情勢に合わせて新規講座
の開講や、満足度や利用率の高い講座の継続実施な
ど、利用率上昇に努めた。「勤労者」の利用率が低い傾
向にあるので、引き続き利用率上昇に向けて取り組む
必要がある。

中年期・壮年期に応じた学びへの支援として、防災関
係や健康促進関係など様々な講座を提供できた。今後
もニーズを把握を行いながら、新たな学びの契機となる
ような講座の展開に努めていく。

児童虐待は、子どもの心身の成長に重大な影響を与えるものであり、
社会全体で解決すべき問題である。児童虐待を含めた子どもや保護
者、家庭に関する相談は増加しており、その内容は、様々な要因が複
合的に重なり複雑化している。令和７年度に設置したこども家庭セン
ター機能により、児童福祉と母子保健が連携し、妊娠・出産・子育てに
おいて支援を要する世帯を早期に把握し、迅速な対応と支援につなげ
た。今後も子どもや家庭に寄り添った支援を実施するため、子どもと家
庭に関わる関係機関が連携・協力し、それぞれが役割を担いながら、
子どもや家庭への継続した支援、見守りを行うとともに、児童虐待の防
止、早期発見及び早期対応を図っていく。

高齢者向けの講座においては、健康、環境、歴史、仲間づくりなどに関
する講座を多く開催し、多くの方に参加いただけた。引き続き、高齢者
の社会参画が充実するよう参加者同士のつながりを踏まえた講座を企
画する。

全公民館において、毎月、公民館だよりを発行し、イベントや講座の案
内など、有効的に情報発信することができた。今後も引き続き子育てア
プリ等を活用するなどオンラインによる情報発信も行う。

令和７年度は令和６年度に引き続き、講座の実施回数は目標を大幅に
上回った。令和８年度においても引き続き、講座の周知・開催に努め
る。

利用者アンケートの結果では、満足度が高く、高評価となっているが、
「勤労者」の利用率上昇が課題である。

学校支援総合推進事業における地域ボランティアの活動回数は、昨年
度より減少しているが、目標数値を大幅に超えて実施でき、地域人材
の学校運営への参加の機会を増やすことができた。また、市立小中学
校の５５校すべてで学校運営協議会を設置し、地域・家庭・学校が連
携・協働して活動を行った。令和８年度についても、５５校すべての市立
小中学校で学校運営協議会を設置する。

前年度と同程度、講座を開催することができた。新たな趣味を始める
きっかけ作りになるような講座や防災面、健康面に対する講座などを開
催した。今後も引き続き壮年期・中年期が参加したいと思えるような講
座を提供する。

A

B

新規収蔵品を中心に博物館資料の情報を公開している。当館の収蔵
品数全体に比べると公開している数はまだまだ少ないため、令和８年
度以降、引き続き多くの収蔵品の公開に努める。

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

学校ごとに、特色のある取り組みが行えた。地域の方と
触れ合る貴重な機会となっている。また、専門家から直
接話を聞いたり、通常授業だけでは体験できない機会
を与えることで、児童の学習に対する関心意欲が高ま
り、深い学びにつなげることができた。

利用者アンケートの結果では、満足度が高く、高評価となっているが、
「勤労者」の利用率上昇が課題である。

 令和7年度の熱心まちづくり出前講座は、計9回開催し、延べ112名の
市民に参加いただいた。令和6年度より開催回数・参加人数が増加し、
企業・デジタルサポーターの協力も得て、地域住民のデジタルリテラ
シー向上に大きく貢献できた。
 一方で、高齢者の参加が多く、一度の受講では理解や操作が難しい
方もいるため、基本操作や講座内容の見直しと、より実践的な工夫が
今後の課題となった。

教育委員会

教育委員会

学校教育課

生涯学習課

B

B

A

教育委員会

A

B

A

A

長寿福祉課

教育委員会

産業観光部

市民部

おおつゴールドプラ
ン2024

大津市デジタルイノ
ベーション戦略

情報政策課

歴史博物館

政策調整部

図書館
大津市図書館の基
本的運営方針

生涯学習課

商工労働政策
課

事務事業評価勤労者向け講座の開催（再掲）
勤労福祉センターにおける各種講座の開催（再
掲）

勤労者向け講座の開催回数

リハビリテーションセラピスト出前講座の
開催（再掲）

市内の指定文化財、古写真、古地図、博物館収
蔵品などの歴史情報をインターネット上で公開

博物館収蔵品の公開点数（新規収
蔵品の登録・公開）

第３期大津市教育振
興基本計画

62

63 高齢者の社会参画への支援 高齢者の社会参画への支援
高齢者を対象とした公民館講座の１
館あたりの開催数

電子図書の収集、提供と利用推進
地域資料や行政資料のデジタル化

電子図書及びオーディオブックの貸
出件数

61 地域行事への参画促進 地域行事についての情報発信
公民館だよりの１館あたりの発行回
数

出前講座実施数

学校支援総合推進事業活動の実施
大津市立小中学校における学校支
援総合推進事業に関する活動回数

60

スマートデバイス（スマートフォンなど）の
基礎講座の開催

熱心まちづくり出前講座のメニューとして「ス
マートデバイスの基礎講座」を実施

出前講座年間実施回数

大津の歴史データベースの公開

18歳未満の子どもや保護者に対して電話・来
所、訪問による子育てや家庭の相談

電話・来所、訪問による子育てや家庭へ
の支援

相談件数

66

65

電子図書の利用推進64

58 勤労者向け講座の開催

59

学校支援ボランティアなど学校運営への
参画促進

67

健康福祉部

教育委員会

理学療法士などリハビリ専門職による介護予防
の出前講座

勤労福祉センターにおける各種講座の開催 勤労者向け講座の開催回数

学び直しのための生涯学習情報の提供
壮年期・中年期を想定した（公民館）講座につい
ての情報提供

壮年期・中年期の市民を対象とした
公民館講座の１館あたりの開催回数

産業観光部

生涯学習課

こども・子育て
安心課

A

商工労働政策
課

こども未来部こ
ども総合支援局

B事務事業評価

57



●方針３　多様な手段による学習情報を発信します

指標

R2 R4 R5 R6 R7 R8

1,499 1,600 1,700 8,300 8,400 8,500

実績値 8,799 8,282 8,300 6,788

・情報収集の利便性の向上

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 680,000 680,000 680,000 680,000 680,000

実績 815,342 654,056 838,932 987,109

評価 A C A A

・ＳＮＳ等の電子媒体を用いた情報の発信

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 12 12 12 12 12

実績 0 11 11 26

評価 D B B A

目標 1,600 6,770 5,700 7,100 8,500

実績 2,091 4,335 5669 5532

評価 A C B C

目標 750 760 6 6 6

実績 734 748 15 44

評価 B D A A

目標 50 70 90 110 130

実績 4 15 21 30

評価 C C C C

総括コメント（方針３に対して）

C

A

社会教育委員意見（方針３に対して）

令和７年度では大津っ子まつりや人権講座、大津人基礎講座・大津人
実践講座、生涯学習フェスティバル、読み聞かせ事業など、生涯学習に
関する様々な事業でLINEを活用した情報発信を行った。今年度も引き
続き活用し、市民への生涯学習の普及に努める。

多くの利用者があり、本システムが市民にとって簡易迅
速な環境イベント情報等の取得手段として機能している
ものと考えている。他方、より効率的な環境情報の発信
方法の検討が必要であるため、今後とも利便性、内容
の分かりやすさ、情報の鮮度等を追求しつつ、環境情
報発信手法の最適化を目指す必要がある。

LINEを利用した情報発信について着実に回数を増やせ
ている。とりわけ若い世代に対し効果的な周知方法と
考えるため、引き続き積極的に活用していく必要があ
る。

令和4年度にアプリを全面改修し、対象年齢を18歳未
満に拡大し、アプリの内容の充実を図るとともに、広く
周知を行った。アプリ改修に伴い、指標をとも☆育登録
者数に変更し、令和4年度の登録者は2,091人、令和5
年度は4,335人、令和6年度は5,669人と年々増加したも
のの、令和7年度は登録者数が伸びず5,532人に減員し
た。今後も、とも☆育登録者数の増加に向けた取組の
検討が必要である。

B

美術展、写真展、回遊型コラボレーション事業（文化施設スタンプラ
リー）、伝統文化親子教室の開催周知をLINE等を活用し行った結果、
昨年度よりも発信回数が増加した。今後は、開催周知だけでなく、作品
募集のタイミングでも随時LINE配信を活用することで、発信内容の充実
と発信回数の増加に努めていく。

目標値を達成できた。出前講座は広報紙でＰＲをする等して積極的に
取組み、主催講座は公民館や歴史博物館と共催にする等の工夫をす
ることで参加者の広がりを図った。また、成年年齢引下げを受け、高校
生向けの講座や小学生低学年向けのお金の使い方ワークショップを実
施し、将来を見据えた金銭教育に取り組んだ。これらにより消費者教育
を推進できた。引き続き自立した消費者育成のための啓発講座を実施
していくが、本年度は、新規事業として、児童、小学生が身近なお小遣
いを通じて学ぶ機会を提供し、社会の中で生きていく力の素地を形成
するための講座を開催する予定である。

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

これまで、消費者が、各種講座を通じて暮らしに役立つ
幅広い分野を学習し、豊かで安心安全な消費生活を送
るために、消費者教育に取り組んできた。デジタル化の
進展、グローバル化、高齢化の進行などにより、商品・
サービスや情報の形態がますます複雑化し、消費者自
身が適切な判断を下すための知識と能力がこれまで以
上に求められていることから、消費者トラブルの未然防
止と被害拡大の防止に向けた啓発、消費者教育の推
進に努めていく。

アプリを活用し、妊娠・出産・子育てに関する各種行政サービスおよび
イベント情報を分かりやすく提供した。より多くの子育て家庭のかたにア
プリをご利用いただけるよう、アプリの使い方をわかりやく簡潔にまとめ
た子育てアプリとも☆育ガイドを配布、また、地域の子育てネットワーク
会議や地域の子育て交流会に参加するなど、周知啓発を行った。しか
し、令和7年度のとも☆育登録者数は、目標値7,100人に対して5,532人
に留まった。引き続き、妊娠・出産・子育てに関する各種行政サービス
およびイベント情報についての運用管理を心掛けるとともに、子育てＦＡ
Ｑの更新、子育ての悩み相談を24時間行えるよう構築したオンライン型
相談掲示板の利用促進等、効果的なアプリ運用管理を行う。

情報発信手段の多様化を図るため、これまでのLINE配
信に加え、新たにX（旧Twitter）の運用を開始した。各
事業において、作品募集や各文化芸術イベント開催の
タイミングに合わせて情報発信を行った結果、配信回
数は前年度よりも増加した。

大津市ホームページ内生涯学習セン
ターが掲載する生涯学習情報ページ
へのアクセス数（回）

環境政策課環境部

市民部 文化振興課

子育てアプリなどによる、子育て家庭へ
の情報の提供

情報の収集と発信

消費生活セン
ター

市民部

大津市文化振興計
画

大津市公式LINEアカウントでの配信
大津市公式LINEアカウントでの配信
回数

子育てひろばゆ
めっこ
こども・若者政
策課

大津市こども・若者
支援計画

こども未来部

生涯学習課

アクセス件数は目標値及び前年実績を上回り、依然多くの方々に利用
されていることから、本システム（Webサイト）への市民の関心の高さが
うかがえる。一方で、目標値の継続には、システムが常に適切な環境
下で稼働できるよう、仕様の更新などに多額の費用が必要である。今
年度も引き続き運用方法等についての検討を行うとともに、市が提供す
る種々の環境情報の整理及び市民から提供される情報の有効活用に
努めながら、環境施策の推進に向けたより効率的かつ効果的な情報発
信を行う。

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

A

必要な時に必要な生涯学習に関する情報を入手している。

「目指す市民の姿」に向かう市民の状態（中間アウトカム）

A

教育委員会

環境情報や環境イベント情報の収集・発信
「かんきょう宝箱システム」、「イベント集
約サイト」を通じた環境情報の収集・発信

大津市環境基本計
画、大津市子ども・
若者支援計画

70

かんきょう宝箱アクセス件数68

72

大津市公式LINEアカウントを利用した消
費者情報の発信

69
ＩＣＴを活用した生涯学習に関する情報の
発信

LINEの大津市公式アカウントを利用した生涯学
習情報の発信

生涯学習に関するLINEの大津市公
式アカウントでの配信回数（回）

ＳＮＳを活用した文化・芸術の情報発信 文化・芸術に関する情報の収集と発信
市ＳＮＳを活用した文化芸術イベント
情報発信の回数

子育てアプリの利用登録者数

71



●方針１　住民主体の地域づくりを推進します

R2 R4 R5 R6 R7 R8

312 350 370 390 420 440

実績値 356 371 398 424

・地域づくりに主体的に取り組む人材の育成

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 20 20 20 20 20

実績 25 15 27 26

評価 A C A A

目標 15 15 20 20 20

実績 4 13 8 0

評価 C B C D

・地域団体、社会教育関係団体等の活動推進

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 1 1 2 2 3

実績 0 0 0 0

評価 C C C C

目標

実績 15 16 18 18

評価

目標 45 50 50 50 50

実績 49 53 49 54

評価 A A C A

・地域による自主的な活動の支援

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 3 3 4 4 4

実績 4 4 4 4

評価 B B B B

目標 28 29 30 31 32

実績 27 25 24 19

評価 C C C C

総括コメント（柱２に対して）

（R3　55.3％）→増加

社会教育委員意見（方針１に対して）

社会教育委員意見（柱２に対して）

施策の柱２　つながりづくりへの支援　　

生涯学習推進計画進捗管理シート（柱２）

教育委員会 生涯学習課

74
ジュニアリーダーなどの地域づくりの担い
手の育成支援

ジュニアリーダー育成への支援
青少年指導者研修会（ユースボラン
ティアセミナー）参加人数（人）

教育委員会

73
「おおつ学」を通じた地域づくりの担い手育
成

大津人実践講座の実施 大津人実践講座の受講者数

目指す市民の姿（最終アウトカム） 指標

学びを通して地域の人たちとの交流・付き合いの広がりを感じている。
学びを通して地域の人たちとの交流・付き合いの広がりを感じている
人の割合

総括コメント（方針１に対して）

B

C

「目指す市民の姿」に向かう市民の状態（中間アウトカム） 指標

79 ボランティア指導者の活動に対する支援
ボランティア指導者登録制度の運用による活動
支援

ボランティア指導者の登録者数
大津市総合計画第３
期実行計画

市民が主体的に地域づくりに参加している。
大津人実践講座受講者数
（延べ人数）

生涯学習課

生涯学習課

社会教育関係団体などへの各種支援
社会教育推進事業補助金（活動部
門）の利用者団体数

介護予防活動団体への支援

教育委員会 生涯学習課

77

78
生涯学習専門員、コミュニティセンター職員
のコーディネート能力の向上（再掲）

生涯学習専門員、コミュニティセンター職員への
研修の実施（再掲）

生涯学習専門員研修会の実施回数 教育委員会

76
人と人のつながり、地域の課題や特色に応
じたまちづくりの推進

75 社会教育関係団体などへの各種支援

まちづくり協議会の設立及び運営支援

（まちづくり協議会の設立及び運営
は、地域の実情に合わせて進められ
るものであり、総合計画等において
も、数値は設定していない。）

協働のまちづくり推
進計画改定計画

市民部

介護予防活動団体への支援
介護予防活動支援事業補助の支援
団体数

おおつゴールドプラ
ン2024

各地域に沿ったテーマに対し、レクチャー、フィールド
ワーク、グループワークを通じて参加者同士が活発に
意見を交わしながら、主体的、意欲的に考察を重ね、
最終発表を行っている。大学連携事業であり、学生の
参加も議論を活性化させる一因となっている。地域参
加者の増が今後の課題である。

自然体験の機会が減少していること等から、青少年及
び青少年指導者の養成、育成の機会は減少傾向にあ
る。当事業においても参加者減の傾向にあるため、今
後の事業のあり方を検討していく。

４年間で活動部門の補助金の活用はなく、社会教育
関係団体以外の団体における補助金申請はなかっ
た。多くの団体が活用できる補助金制度よなるよう見
直しを検討していく。

地域が主体となり、まちづくり協議会の設立を進めら
れており、これまでの４年間では３つの学区で設立さ
れた。また、補助金の交付等によるまちづくり協議会
の運営支援も行った。引き続き、地域の実情に合わせ
たまちづくり協議会の設立及び運営の支援を実施す
る。

積極的に周知を行ってきた結果、利用団体数は過去４
年間で３回目標を上回っており高い水準にある。今後
もサロン活動を活性化し、介護予防に資するよう、より
円滑な事業形態を模索していく。

ボランティア指導者の登録者数については減少したが、指導者の既
存のスキルの向上及び新しいスキルの習得を目指し、毎年、指導者
研修を実施し活動支援に努めている。令和７年度については、研修
会の開催に向けて動いていたが、出席申込者が少なく、また講師の
都合によりやむなく研修会を中止とした。

A

A

教育委員会

長寿福祉課健康福祉部

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

あんしん長寿相談所や市ホームページ等を活用して積極的な周知
を行い、利用団体の増加を図った結果、令和7年度は目標を上回っ
た。今後もサロン活動を活性化し、介護予防に資するよう、より円滑
な事業形態を模索していく。令和8年度においても引き続き事業の周
知に努めるとともに、利便性の向上を検討する。

A

毎年目標である年4回実施を達成できている。内容に
ついては、公民館運営の重点目標、市の新たな主要
事業、各館との日常応対の中で見出される課題や要
望等を踏まえ、取り組みテーマを選出し、時機に応じ
た効果の高い研修実施に努めた。職員間の連携の強
化が今後の課題と考える。

ボランティア指導者の活動に対する支援として、毎年
研修会を実施し、指導者のスキルアップに努めてき
た。今後も地域の様々な生涯学習の場において貢献
でき、住民主体の地域づくりへ繋がるように努める。

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

令和７年度は、石山学区をフィールドに地域づくりにつながる連続講
座（３回）を提供した。受講後のアンケートでは「地域の見え方が変
わった。また、まちづくりのための人づくりが大切だとも感じたし、今
後も積極的にかかわりたい」などの声も上がり、地域づくりに主体的
に取り組む意欲の向上に努めることが出来た。引き続き、大学や地
域との連携を深めながら、地域づくりを担う人材の育成に取り組んで
いく。

令和７年度は、青少年教育推進事業を見直し、新事業実施を試みた
が、参加者数が少なく、事業を中止することなった。代替事業として、
新事業参加予定者による意見交流会を実施し、今後の青少年教育
推進事業へ青少年による意見交流の場を設けた。次年度は意見交
流会を踏まえて、ジュニアリーダーの育成につながるよう事業の見
直しを進める。

広報おおつやホームページを通じて、社会教育推進事業補助金制
度の周知に努めたが、問い合わせはあったものの社会教育関係団
体等以外を対象とする活動部門については補助金の利用には至ら
なかった。当該補助金には複数の部門があり、活動部門以外の広
域部門や家庭教育推進事業、青少年指導者育成事業において活動
支援を行うことができた。補助金申請を行う団体が固定化しているた
め、他の社会教育団体等にとっても利用しやすい補助金制度となる
よう見直しについて検討していく。

まちづくり協議会設立の際に活用できる設立支援補助金と組織運営
の一部を支援するための運営補助金を運用しており、令和８年４月１
日時点で、１８学区においてまちづくり協議会が設立されている。今
後も、まちづくり協議会の設立を地域が主体的に取り組むことができ
るよう、相談・意見交換・事例紹介などに取り組む。

研修に関しては、令和７年度大津市立公民館運営基本方針及び大
津市立公民館重点目標に沿った内容で実施した。また、生涯学習専
門員、コミュニティセンター従事者からのアンケートも踏まえた内容と
している。
生涯学習専門員やコミュニティセンター職員の情報交換の時間を設
けることで、それぞれの技能を高め、全市的な公民館機能の充実を
図る。

生涯学習セン
ター

市民活動推進
室

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

C

C



●方針２　地域と学校など多様な主体の連携・協働を推進します

指標

R4 R5 R6 R7 R8

新規 1,360 1,500 1,580 1,600 1,630

実績値 － 1,353 1,382 1,178

・家庭、学校、地域、行政など多様な主体の連携推進

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標
小:7.8
中:16.5

小:6.8
中:15.5

小:5.8
中:14.5

小:4.8
中:13.5

小:3.8
中:12.5

実績
小:6.9
中:12.8

小:8.6
中:15.7

小:9.4
中:10.7

小:7.4
中:14.9

評価 A C B C

目標 18 18 18 18 18

実績 4 18 18 18

評価 C A A A

目標 8 8 8 8 8

実績 16 16 16 16

評価 A A A A

目標 250 250 250 250 250

実績 199 310 200 182

評価 C A C C

・児童、生徒の地域活動への参加促進

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 前年度より増加

実績
小:54.8％
中:40.3％

小:56.2％
中:35.9％

評価 C B B B

目標 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500

実績 5,367 8,083 8,347 8,770

評価 C A A A

・コミュニティ・スクールと地域学校協働活動との一体的な推進

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 85% 90% 100% 100% 100%

実績 89% 96% 96% 100%

評価 A A C A

目標 30 35 51 51 51

実績 45 49 49 51

評価 B A B A

目標 30 35 40 50 55

実績 40 55 55 55

評価 A A A A

大津市子ども読書活
動推進計画

「目指す市民の姿」に向かう市民の状態（中間アウトカム）

教育委員会

健康福祉部

教育委員会
コミュニティ・スクールや地域学校協働活動
の推進

コミュニティ・スクールの推進

第３期大津市教育振
興基本計画

地域に根ざした児童館活動の実施

夏休みワークショップの開催
地元大学との協働による子ども向けワークショッ
プの開催

ワークショップの開催回数

学校による児童生徒の地域ボランティア活
動への参加促進

88

地域の諸団体や関係機関と連携した取組の推
進

児童館において、地域団体や関係
機関と連携した活動の件数

大津市子ども・若者
支援計画

85
子どもの学習・生活支援事業（寺子屋プロ
ジェクト）の実施

学区ごとの寺子屋プロジェクトへの高校生や大
学生のボランティア活動の参加促進

子どもの学習・生活支援事業（寺子
屋プロジェクト事業）参加者数

学校運営協議会制度（コミュニティ・
スクール）の導入率

87
コミュニティ・スクールや地域学校協働活動
の推進

地域学校協働活動の推進
地域学校協働活動　活動単位数
（校）

86

第4次大津市地域福
祉計画

84

83

学校による児童生徒の地域ボランティア活動へ
の参加促進

全国学力・学習状況調査の質問紙
において、地域の行事等に参加して
いる小６・中３の人数

学校夢づくりプロジェクトの実施
子どもたちの思いをもとに、地域、学校が力を合
わせて創意工夫を凝らした夢のあるプロジェクト
に取り組む

魅力ある学校づくりを推進するため
に、学校夢づくりプロジェクトの活動
をコミュニティ・スクールの柱として、
取り組んだ学校（校）

A

A

第３期大津市教育振
興基本計画

第３期大津市教育振
興基本計画

生涯学習課

令和７年度は新たに北大路中と粟津中が加わり、学校運営協議会
設置校が４８校から５１校に増加した。これに伴い各校に合計５１名
の地域学校協働活動推進員を委嘱・配置した。
推進員の役割への認識を深めるとともに活動の質的向上を図るた
め、研修会を２回実施した。また、今後の活動の参考となるよう全学
区の活動状況をまとめた事例集の配付を行った。

82

81

80 子ども読書活動の推進 生涯学習課教育委員会

中学生チャレンジウィーク事業の実施

子ども読書活動の推進
ある1ヶ月間に一冊も本を読まなかっ
た児童生徒の割合（％）

働く大人の生きざまに触れ、自分の生き方を考
える機会とするとともに、進路選択できる力や将
来社会人として自立できる力を育成する。

地域の教育力を最大限に活用して、
職場体験学習を実施した中学校数
（校）

歴史博物館

地域と学校が一体となって子どもの成長を支えていく中で、学びを得ている。 地域学校協働活動　活動数（回）

B

大津市子ども読書活動推進計画に基づき、乳幼児健診時の読み聞
かせ事業の実施のほか、他部局等と連携・協力し、子どもの発達段
階に応じた読書活動の推進に取り組んだ。令和８年度においても、
各種事業において検証及び改善を行いながら、読書に親しむ機会
の提供に努めていく。

教育委員会 学校教育課

こども未来部
こども・若者政
策課

第３期大津市教育振
興基本計画

A教育委員会 学校教育課

A

学校教育課

福祉政策課

A

A

本事業は、貧困の連鎖を防止するため、生活困窮世帯の子どもに
対する学習支援を推進することを目的とし実施している。令和５年度
以降は、新型コロナウイルス感染症が５類になったことで、多くの子
どもたちが参加し、目標値を大きく上回っている。現在、市内２６学区
で実施。令和８年度についても引き続き実施する。

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

B

座学中心の講座ではなく体験型の講座として、令和7年度も大津絵
ワークショップや花押ワークショップ、子ども向けワークショップ（成安
造形大学共催）を開催してきた。定員が限られるため、少しでも多く
の方に参加いただけるように、実施回数を調整したものもある。今後
も引き続き実施していく。

全中学校１８校で事業所に出向いての職場体験を実施した。直接体
験をすることで、自身の将来を考える貴重な機会となった。今年度も
同様に、全１８校で実施する予定である。

教育委員会 学校教育課

B

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

児童館の機能拡充を検討している中、地域団体及び関係機関と連
携した活動を強化した。また、学齢期以降の利用に向けて、中・高生
を巻き込んだ事業も積極的に進めており、地域や学校とも繋がりな
がら児童館の活動充実を図った。関連事業の実施実績は減少して
いるが、多角的に中高生の利用増加に向けた検討を続け、地域や
学校とも連携を強化し児童館としての役割を果たしていく。

総括コメント（方針２に対して）

市民部

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

社会教育委員意見（方針２に対して）

令和７年度は新たに２校がコミュニティ・スクールを導入し、市内すべ
ての小中学校でコミュニティ・スクールが導入された。教育委員会と
しては、研修や訪問を通じて各校のコミュニティ・スクールの活性化
に向けて取組を進めた。今後は、「協力」から「協働」へ学校運営協
議会の質の向上を目指していく。

学校内にとどまらず、保護者の協力、地域との協働、民間事業者と
の連携など、学校外にも積極的に働きかけながら取組を進めること
ができた。令和７年度は「連携型」の活用校も６校から８校に増え、よ
り幅広く地域や企業、大学等と連携することで子どもたちの学びにつ
ながった。今年度は新たに「ひと出会い型」を設置し学校外の多様な
人との出会いを支援していく。また子どもたちの相互評価による「夢
プロコンクール」を新たに実施し、アイデアの広がりや達成感の向上
に期待する。

令和７年度も、質問内容の変更に伴い、指標となる質問項目が削除
されたので、比較ができないが、「地域や社会をよくするために何か
してみたいと思いますか」という質問項目では、令和７年度は前年度
より小学校６年生、中学校３年生ともに微減であった。学校からの声
かけだけでなく、学校運営協議会等の協議を踏まえて、地域で生徒
が活躍できる場を積極的に設けていくことで、地域への関心が高
まっている学校も見られるので、引き続き、様々な角度から地域ボラ
ンティア活動へのさらなる参加促進をすすめていく。

学校夢づくりプロジェクト等の取組を通して、地域の方
とつながる機会は増えてきている。地域の方と日頃か
ら関わることによって、地域への関心が高まり、地域ボ
ランティア活動への参加促進につながっていくのでは
ないかと考える。

令和４年度を除き、３年間の参加者数は目標を大幅に
上回っている。引き続き、生活困窮世帯の子どもに対
する学習支援の推進を図る。

計画的にコミュニティ・スクールを導入することができ、
令和７年度にすべての学校において導入が完了した
ことは成果といえる。今後は好事例等を紹介しながら
質の向上を目指していけるとよい。

この４年間で学校運営協議会の設置及び地域学校協
働活動推進員の配置が市立の全小・中学校で実現し
た。引き続き、推進員及びその活動の質的向上を図る
ため、研修会の実施や各学校や地域の状況に応じた
働きかけを行うとともに、学校教育との連携を強化し
て、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体
的推進を図っていく。

学校の体験活動の柱となる事業となっている。令和６
年度から希望制としたが、全校が希望を実施してお
り、体験活動の意義に対する学校の理解が深まって
いるものと捉えている。「連携型」「ひと出会い型」を新
たに設置するなどして形骸化しないよう努めたことも、
魅力的な企画が増えた要因であると考える。

他部局や商業施設などの関係機関と幅広く連携し、乳
幼児健診や商業施設での読み聞かせ事業を拡大する
など、子どもの発達段階に合わせた読書活動を効果
的に推進することができた。

全ての学校で毎年度３日間～５日間の事業所に出向
いての職場体験学習が実施された。自己理解や職業
理解が深まり、実社会とつながる教育活動となってい
る。

チラシの全小学校配布や広報おおつを利用して積極
的な周知を行い、参加者数増に努めた。令和８年度に
おいても大津市公式LINEやＸ等のSNSを活用して、引
き続き事業の周知に努める。

各児童館における地域団体との継続的な連携や、児
童館を活用した活動について取組を進め、来館者全
体及び学齢期以上の来館は増加してきている。



●方針３　ネットワーク型行政を推進します

指標

R2 R4 R5 R6 R7 R8

48 49 50 51 52 53

実績値 48 41 39 38

・多様な主体との連携・協働の推進

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 50 55 60 65 70

実績 31 38 44 54

評価 C C C B

目標 150 175 200 225 250

実績 126 95 246 420

評価 C C A A

目標 250 300 350 400 450

実績 271 229 449 393

評価 A C A C

目標 320 330 330 330 330

実績 361 380 416 409

評価 A A A A

生涯学習に関わる様々な主体が連携することで、相互のつながりができている。 生涯学習推進会議参加団体数（団体）

「目指す市民の姿」に向かう市民の状態（中間アウトカム）

92

91

協力協定を締結している大学との連携推進 大学連携関連事業 大学連携相互協力事業数
・大津市総合計画
・第３期大津市教育
振興基本計画

89 生涯学習推進関係団体の連携支援 生涯学習推進会議等の開催 生涯学習推進会議等の参加率（％）

90 生涯学習推進関係団体の連携支援 生涯学習フェスティバルの開催
生涯学習フェスティバルの参加者数
（人）

男女共同参画推進団体の連携推進 男女共同参画をすすめる市民フォーラムの開催
男女共同参画をすすめる市民フォー
ラムへの参加者数

政策調整部

教育委員会 生涯学習課

教育委員会

総括コメント（方針３に対して）

A

令和７年度は「私が変わる・あなたが変わる・まちが変わる　～一人
ひとりが輝ける社会に～」をテーマにフォーラムを実施した。若い世
代にも男女共同参画を考えるきっかけとなるよう講演会のテーマ選
定を行ったことで例年よりも若い世代の参加者が比較的多く、幅広
い世代の方に男女共同参画に関心を持ち、自分ができることを考え
るきっかけとしていただく有意義な機会となった。一方で、他の年代
と比較すると未だ子育て世代や若い世代の参加が少ないことは課
題であり、引き続き保育園や幼稚園へのポスター掲出やSNSを活用
する等、周知啓発の工夫を行っていく予定である。

おおつかがやきプラ
ンⅣ（大津市男女共
同参画推進計画・大
津市女性活躍推進
計画）

人権・男女共同
参画課

A

B

社会教育委員意見（方針３に対して）

政策調整部

令和７年度は評議員会３回に加え、団体の活動を活かした生涯フェ
スティバルや、研修会などを行った。他団体との共同作業に取り組
む中、相互理解や連帯意識が高まるなど望ましい状況が見られたも
のの、参加率が低い団体も一定存在した。引き続き団体間のネット
ワークや参加者同士のつながりが広がるよう、推進していく。

令和６年度は生涯学習ミニフェスタと題して小規模な事業を２回開催
した。令和７年度は令和６年度を参考に生涯学習フェスティバルと題
して大規模な事業を開催した。参加者アンケートでは大変満足・満足
が９割以上を占めており、大変好評であった。
令和８年度も引き続き、生涯学習推進関係団体との連絡調整を図
り、大津市民への生涯学習の普及啓発に努める。

企画調整課

生涯学習課

A

目標値には到達していないものの参加率は年々増加
している。参加率が低い団体が固定化しつつあるた
め、不参加の要因等を確かめるとともに、引き続き団
体間のネットワークや参加者同士のつながりが広がる
よう、推進していく。

イベント当日の参加者数の増もさることながら、当日ま
での協議や準備や、開催当日の来場者の様子や会場
の賑わいなどから得る「成果の実感」が、参加団体の
満足度向上や連携の推進に効果を発揮している。引
き続き、各団体との連絡調整を図り、市民への学びの
普及啓発に努める。

令和６年度に引き続き、通年にはない国スポ・障スポや庁舎整備に
関わるテーマで連携する機会を多く設けることができたことから、目
標を上回る数の事業が実施できた。令和８年度も引き続き大学との
協力関係の拡充に取り組む。

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

４年間にわたり、概ね目標数値を達成できた。事業の
実施にあたっては、前年度を見直しながら講演会の
テーマ選定を行い、様々な世代の方が男女共同参画
について関心を持ち、考えるきっかけとなるように努め
た。子育て世代や若い世代の参加が少ないことを課
題として認識しているため、引き続き、周知方法や内
容選定を実行委員会で検討していく必要がある。

この4年間で大学との連携事業は着実に成果を上げる
ことができた。市内各大学を訪問し、地域連携部署の
担当者と直接対話することで関係性を構築し、人材交
流などの事業だけでなく、国スポ・庁舎整備といった分
野でも連携を拡大することができた。今後も強固な協
力関係を基盤に、連携を継続・拡充していく。



指標

　

●方針１　学習成果の活用の場づくりを推進します

R2 R4 R5 R6 R7 R8

253 450 500 600 700 750

実績値 401 456 420 358

・学習成果を発表し、活用する場づくり

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 1.8 2 2.2 2.4 2.6

実績 2.6 1.6 2.3 2.9

評価 B C B A

目標 30 40 44 46 48

実績 36 44 44 41

評価 B A B B

・地域学校協働本部の設置

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 1 2 3 4 5

実績 0 2 5 1

評価 C B A B

・生涯学習センター等の活用推進

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 28 29 30 31 32

実績 27 25 24 19

評価 C C C C

目標 3 3 3 3 3

実績 3 3 5 6

評価 B B A A

目標 80 80 80 80 80

実績 62 85 51 84

評価 C B C B

目標 50 50 50 50 50

実績 64 129 111 123

評価 A A A A

社会教育委員意見（方針１に対して）

社会教育委員意見（柱３に対して）

文化活動等に対する活用支援

ボランティア指導者の活動に対する支援
（再掲）

ボランティア指導者登録制度の運用による活動
支援

大津市総合計画第３
期実行計画

教育委員会

教育委員会

総括コメント（方針１に対して）

学びを通じて身に付けた知識・技能や
経験を生かしている人の割合

市民が安全に施設を利用できるよう、老朽化した施設・設備の改修を
年次的に進めている。
令和７年度には、舞台吊り物設備の一部更新を実施し、令和８年度も
引き続き吊り物の一部改修工事を実施し、安全・安心な施設運営に努
めていく。
また、令和７年度の利用実績は増加しており、引き続き、学習成果の
発表の場や文化活動の支援を積極的に行っていく。

市民部

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

令和７年度は１学区（葛川小・中学校）に地域学校協働本部を設置す
ることができた。設置目標数には届かなかったものの、他の学区に対
しても設置に向けた働きかけを継続して行っており、特に伊香立、日
吉台、真野北、中央についてはあと一押しのところまで来ている。
また、地域学校協働活動の質的向上を図るため、コーディネーター役
である地域学校協働推進員への研修会を２回実施するとともに、当該
推進員への活動支援として、研修旅費支給の再開や全学区の活動状
況をまとめた事例集の配付を行った。

A

発表の場の提供日数

B

生涯学習セン
ター

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

教育委員会

文化祭の開催を支援することにより、多くの市民が、文化・芸術に親し
む機会の創出につなげることができた。今後も、多くの市民が、文化・
芸術に親しめるよう、文化祭への支援を継続して行っていく。

成果については、令和７年度は６回実施し目標を達成した。毎月、施
設ボランティアと意見交換を行い連携を図っている。引続き、各事業の
運営方法等を検討しながら協働開催することで、施設ボランティアの
育成と活動支援を図る。

B

ボランティア指導者の登録者数

和邇文化セン
ター

地域の文化祭などの場としての活用支援 文化活動等に対する活用支援

学習成果の発表の場、文化活動等
に対する活用支援提供回数
(回)

教育委員会

ボランティア指導者の登録者数については減少したが、指導者の既存
のスキルの向上及び新しいスキルの習得を目指し、毎年、指導者研
修を実施し活動支援に努めている。令和７年度については、研修会の
開催に向けて動いていたが、出席申込者が少なく、また講師の都合に
よりやむなく研修会を中止とした。

すべての市民が、学びを通じて身に付けた知識・技能や経験を生かしている。

目指す市民の姿（最終アウトカム）

（R3　60.0％）→増加

生涯学習課

98

文化祭、展覧会や芸術祭などの開催支援

99

文化活動等に対する支援事業
文化祭事業補助事業の支給団体数
（芸術文化団体、学区）

97

学習成果の発表の場の提供

96

95
地域学校協働活動への支援を通じた地域
人材の活躍の場づくり

地域学校協働本部の設置に関する支援 地域学校協働本部設置数

施設ボランティアへの支援 施設ボランティアの活動に対する支援 共催事業の実施回数 教育委員会

生涯学習推進計画進捗管理シート（柱３）

教育委員会 生涯学習課

94

93 学習成果の活用機会の提供 公民館講座での学習機会の活用

それぞれの学びに応じた成果の活用の場に参加している。
公民館やコミュニティセンターでの利用
者団体の学習機会提供回数（回）

施策の柱３　学習成果の活用への支援　　

利用者団体が講師を務める公民館
講座の１館あたりの開催数

「目指す市民の姿」に向かう市民の状態（中間アウトカム） 指標

総括コメント（柱３に対して）

A

文化振興課

生涯学習セン
ター

C

A

A

北部地域文化
センター

昨年度のグランドピアノ弾き込みボランティア募集事業に続き、シニア
世代の発表の場を提供するために『ミドル・シニアのためのピアノフェ
スタ』を開催するなど新規事業を始めたことにより、発表の場としての
ホール利用の促進に繋がった。今年度も文化ホールの周知並びに文
化活動の支援を積極的に行っていく。

令和７年度は、書道教室や陶芸教室など、多くの公民館講座で利用
者団体が講師となる講座が開催された。利用者団体が講師を務める
講座を実施することで、市民の学びと地域の人材育成や利用者団体
の活動意欲に繋がるため、引き続き、利用者団体が講師となる講座の
開催を推進していく。

空調設備改修工事並びに調光設備改修工事の施工に伴
い、ホールの貸出日数が制限されているが、新規事業の
開催によりホールの活用推進に努めてきた。

市民の生涯学習および文化活動の支援、施設の安全確
保に努めてきた結果、利用実績は増加傾向にあり、４年
間にわたり、全て目標数値を達成することが出来た。
今後も引き続き学習成果の発表の場や文化活動の支援
を積極的に行っていく。

利用者団体に講師を依頼し、学びの還元や人材育成に
寄与している。引き続き、利用者団体が講師となる講座
の開催を推進していく。

文化祭の開催を支援することにより、多くの市民が、文
化・芸術に親しむ機会の創出につなげることができた。引
き続き、補助金の活用を促し、多くの市民が、文化・芸術
に親しめるよう、文化祭への支援を継続して行っていく。

４年間で８学区（藤尾、真野、和邇、葛川、田上、上田上、
瀬田南、葛川）に地域学校協働本部を設置。この間、当
該本部の設置に向けた支援を行い、学校運営協議会と
の一体的推進の重要性を再認識した。今後、学校教育課
との連携を更に強化し、協議しながら取組を進めながら、
引き続き、地域全体で子どもたちの学びや成長を支える
「学校を核とした地域づくり」、「地域とともにある学校づく
り」を目指す。

ボランティア指導者の活動に対する支援として、毎年研
修会を実施し、指導者のスキルアップに努めてきた。今
後も地域の様々な生涯学習の場において貢献でき、住民
主体の地域づくりへ繋がるように努める。

施設ボランティアについては、当センターの自主事業に
係る様々な運営補助、アトリムの装飾展示や玄関花壇の
管理など多岐に渡り施設の維持管理に貢献しており、引
続き施設ボランティアに対する育成と活動支援を図る



●方針２　学びと活動の好循環をつくります

指標

R1 R4 R5 R6 R7 R8

18 25 30 35 40 45

実績値 11 15 50 24

・学習成果を生かして活動する市民への支援

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 0.8 1 1.2 1.4 1.6

実績 4.4 7.2 11.85 6.78

評価 A A A A

目標 28 29 30 31 32

実績 27 25 24 19

評価 C C C C

・公民館、コミュニティセンターのコーディネート機能の充実

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 3 3 4 4 4

実績 4 4 4 4

評価 B B B B

・大津人実践講座の推進

№ 主な取組 概要 指標 R4 R5 R6 R7 R8 関連する個別計画 部局 主担当課 評価 これまでの4年間を踏まえた総括

目標 20 20 20 20 20

実績 25 15 27 26

評価 A C A A

「目指す市民の姿」に向かう市民の状態（中間アウトカム） 社会教育委員意見（方針２に対して）

大津市総合計画第３
期実行計画

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

教育委員会

学習成果を活用することで、次の学びや活用への意欲が喚起されている。

大津人実践講座終了後の受講アン
ケートで「地域を良くする為に活動して
いこうという意欲がとてもわいた」人の
割合（％）

教育委員会

教育委員会

A

A

B

教育委員会 生涯学習課

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

令和７年度は、各種団体が主催する文化祭の支援や小学校主催の事
業の支援、各地域「人権・生涯」学習推進協議会が行う事業など幅広
い事業に係ることができた。引き続き、地域活動のコーディネートや催
しへの支援を積極的に実施するよう推進し、当課としても必要なサ
ポートを行っていく。

C

令和７年度の成果と課題、本年度の取り組み

生涯学習課

生涯学習セン
ター

研修に関しては、令和７年度大津市立公民館運営基本方針及び大津
市立公民館重点目標に沿った内容で実施した。また、生涯学習専門
員、コミュニティセンター従事者からのアンケートも踏まえた内容として
いる。
生涯学習専門員やコミュニティセンター職員の情報交換の時間を設け
ることで、それぞれの技能を高め、全市的な公民館機能の充実を図
る。

令和７年度は、石山学区をフィールドに地域づくりにつながる連続講座
（３回）を提供した。受講後のアンケートでは「地域の見え方が変わっ
た。また、まちづくりのための人づくりが大切だとも感じたし、今後も積
極的にかかわりたい」などの声も上がり、地域づくりに主体的に取り組
む意欲の向上に努めることが出来た。引き続き、大学や地域との連携
を深めながら、地域づくりを担う人材の育成に取り組んでいく。

ボランティア指導者の登録者数については減少したが、指導者の既存
のスキルの向上及び新しいスキルの習得を目指し、毎年、指導者研
修を実施し活動支援に努めている。令和７年度については、研修会の
開催に向けて動いていたが、出席申込者少なく、また講師の都合によ
りやむなく研修会を中止とした。

生涯学習課
公民館の生涯学習専門員がコー
ディネートまたは支援をして開催され
た１館あたりの事業数

103
「おおつ学」による地域の資源や課題など
の発見・学習機会の提供

大津人実践講座の実施 大津人実践講座の受講者数

102
生涯学習専門員、コミュニティセンター職員
のコーディネート能力の向上（再掲）

生涯学習専門員、コミュニティセンター職員への
研修の実施（再掲）

生涯学習専門員研修会の実施回数

101

100 各種団体へのコーディネート機能の拡充
各種団体同士や団体と個人が協働した取組の
推進

ボランティア指導者の活動に対する支援
（再掲）

ボランティア指導者登録制度の運用による活動
支援

ボランティア指導者の登録者数

各地域に沿ったテーマに対し、レクチャー、フィールドワー
ク、グループワークを通じて参加者同士が活発に意見を
交わしながら、主体的、意欲的に考察を重ね、最終発表
を行っている。大学連携事業であり、学生の参加も議論
を活性化させる一因となっている。地域参加者の増が今
後の課題である。

地域のコーディネーターとして、各種団体（地域人推協、
社協、自治連合会、学校）との連携を生かし、生涯学習の
推進やまちづくりに寄与している。今後は地域学校協働
活動推進員との連携を更に進めていきたい。

ボランティア指導者の活動に対する支援として、毎年研
修会を実施し、指導者のスキルアップに努めてきた。今
後も地域の様々な生涯学習の場において貢献でき、住民
主体の地域づくりへ繋がるように努める。

毎年目標である年4回実施を達成できている。内容につ
いては、公民館運営の重点目標、市の新たな主要事業、
各館との日常応対の中で見出される課題や要望等を踏
まえ、取り組みテーマを選出し、時機に応じた効果の高い
研修実施に努めた。職員間の連携の強化が今後の課題
と考える。

総括コメント（方針２に対して）


